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図1　加入者１人当たりの 
　　  保険者（越谷市）負担額と国保税 
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＊保険者負担額＝保険給付費＋老人保健拠出金 
＋介護納付金 

円 

＊平成14年度の保険者負担額の減少は、国の会計区分の変更 
　により主な保険給付費が11カ月分になったためです 
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療
費
 

税
率
な
ど
を
改
定
 

国

保

の

動

向
 

改
　
定
　
内
　
容
 

（例１）被保険者３人（夫38歳、妻35歳、子ども１人）で平成15
年分の給与収入が４００万円の場合 
　４００万円の給与収入は、所得に換算すると２６６万円になります。
給与所得から33万円を控除し、控除後の額に税率８.７％を掛けます。算
出された所得割額と均等割額を合算します。 
 
〔計算式〕２６６万円－３３万円＝２３３万円（課税対象額） 
　　　　　２３３万円×０.０８７＝所得割額２０２,７１０円…① 
　　　　　３１,５００円×３人　＝均等割額　９４,５００円…② 
　　　　　①＋②＝年税額２９７,２００円（１００円未満切り捨て） 
＊３人とも40歳になっていませんので、介護分（40歳～64歳）は、算定 
　されません 
 
（例２）被保険者２人（夫62歳、妻58歳）で平成15年分の年金収
入が２５０万円の場合 
　２５０万円の年金収入で65歳未満の方は、所得に換算すると１５０万
円になります。年金所得から33万円を控除し、控除後の額に税率８.７％
を掛けます。算出された所得割額と均等割額を合算します。介護分につ
いても、上記同様控除後の額に税率１.４％を掛けます。所得割額と均等
割額を合算します。 
 
〔計算式〕１５０万円－３３万円＝１１７万円（課税対象額） 
　　　　　１１７万円×０.０８７＝所得割額１０１,７９０円…① 
　　　　　３１,５００円×２人　＝均等割額　６３,０００円…② 
　　　　　①＋②＝医療分１６４,７００円（１００円未満切り捨て） 
　　　　　１５０万円－３３万円＝１１７万円（課税対象額） 
　　　　　１１７万円×０.０１４＝所得割額１６,３８０円…③ 
　　　　　８,０００円×２人　　＝均等割額１６,０００円…④ 
　　　　　③＋④＝介護分　３２,３００円（１００円未満切り捨て） 
　　　　　医療分と介護分の合計１９７,０００円が年税額となります。 
＊世帯の所得の合計額が33万円以下の方は均等割が６割になります 

平成16年度国民健康保険税計算例 
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課
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国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
制
度
で
す
。

市
で
は
、
国
保
事
業
の
安
定
運
営
を

図
る
た
め
、
平
均
引
き
上
げ
率
７
・

３
㌫
（
医
療
分
）
の
課
税
額
改
定
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  　
国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
と
国
や
市
な
ど
か
ら
の
負
担

金
等
を
財
源
と
し
、
医
療
費
の
支
出

に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分

し
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
う
ち
41
・
７
㌫
が
国
保
税
で
、

残
り
58
・
３
㌫
は
国
や
県
か
ら
の
負

担
金
、
交
付
金
の
ほ
か
、
全
体
の
８
・

４
㌫
、
約
18
億
円
（
う
ち
歳
入
不
足

解
消
の
た
め
の
運
営
費
補
助
８
億
７

０
０
０
万
円
）
を
市
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
（
14

年
度
決
算
よ
り
）
。
 

  　
近
年
、
国
保
の
財
政
事
情
は
大
変

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
図
１
は
、

加
入
者
１
人
当
た
り
の
保
険
者
（
越

谷
市
）
負
担
額
と
国
保
税
負
担
額
の

推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
医
療
費

の
増
加
要
因
は
、
急
速
な
高
齢
化
の

進
展
や
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
技

術
の
高
度
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
老
人
医
療
費
の
伸
び
は
大
き
く
、

平
成
14
年
度
で
は
、
１
人
当
た
り
年

間
約
72
万
円
で
、
一
般
の
４
・
６
倍

で
す
。
 

   　
前
回
は
14
年
度
に
課
税
額
の
改
定

を
行
い
ま
し
た
が
、
増
加
す
る
医
療

費
に
対
し
、
経
済
の
低
迷
等
か
ら
税

収
は
伸
び
ず
歳
入
不
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
加
入
者
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
15
年
度
は
、
基
金
（
積

立
金
）
２
億
円
の
取
り
崩
し
や
、
一

般
会
計
か
ら
歳
入
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
に
15
億
円
も
の
運
営
費
補
助

の
繰
り
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
医
療
費
の
伸
び
や
巨
額
な

老
人
保
健
拠
出
金
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
対
象
者
や
給
付
の
増
加
に
よ
り

介
護
納
付
金
の
増
額
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
歳
出
増
が
予
想
さ
れ
、
現
行
税

率
を
据
え
置
い
た
場
合
、
医
療
分
で

は
16
・
17
年
度
で
約
30
億
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
収
納
対
策

の
強
化
、
国
庫
補
助
金
の
確
保
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
す
が
、
大
幅
な
改
善
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
 

  　
医
療
分
の
財
源
不
足
分
を
す
べ
て

医
療
分
の
国
保
税
で
賄
う
と
す
る
と
、

平
均
で
17
㌫
程
度
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
保
は
、

医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
そ
れ
に
見
合

っ
た
負
担
が
本
来
の
制
度
で
す
が
、

現
在
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
所
得
の

低
い
加
入
者
が
多
い
と
い
う
点
な
ど

を
考
慮
し
、
一
般
会
計
か
ら
一
定
の

繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
で
引
き
上
げ

率
を
抑
え
ま
し
た
。
な
お
、
税
は
公

平
に
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則

で
す
の
で
、
未
納
の
方
に
は
、
納
税

相
談
の
機
会
を
設
け
る
た
め
、
有
効

期
限
４
カ
月
の
短
期
被
保
険
者
証
や

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
全
額
支
払
と

な
る
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
 

  　
国
保
は
、
退
職
者
や
無
職
者
等
ほ

か
の
保
険
に
属
さ
な
い
人
す
べ
て
を

被
保
険
者
と
し
て
い
る
た
め
、
高
齢

化
や
景
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

国
保
財
政
は
全
国
的
に
赤
字
基
調
で
、

市
町
村
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
で
は
安
定
的

で
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
に
向

け
て
、
保
険
者
を
県
単
位
で
統
合
す

る
な
ど
改
革
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

  〈
医
療
分
〉
　
 

①
所
得
割
８
・
７
㌫
（
改
定
前
７
・

９
㌫
）
 

②
均
等
割
３
万
１
５
０
０
円
（
改
定

前
２
万
９
５
０
０
円
）
 

＊
課
税
限
度
額
（
年
税
額
の
上
限
）

は
従
来
ど
お
り
53
万
円
で
す
 

〈
介
護
分
（
40
歳
〜
64
歳
の
方
）
〉
 

①
所
得
割
１
・
４
㌫
（
改
定
前
１
・

１
㌫
）
 

②
均
等
割
８
０
０
０
円
（
改
定
前
６

５
０
０
円
）
 

＊
国
か
ら
の
請
求
額
を
介
護
納
付
金

と
し
て
納
付
す
る
も
の
で
す
。
課

税
限
度
額
は
７
万
円
か
ら
８
万
円

に
な
り
ま
す
 

＊
平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に
お

送
り
し
ま
す
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公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
 

〜
電
子
証
明
書
を
3
月
31
日
貉
ま
で
無
料
で
発
行
〜
 

平
成
14
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た

「
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の

認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
16
年
１
月
29
日
か
ら
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
行
政

機
関
に
対
す
る
申
請
や
届
出
を
窓
口

に
出
向
く
こ
と
な
く
、
家
庭
や
職
場

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
行
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
申
請
・

届
出
が
行
わ
れ
る
際
に
、
申
請
者
が

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

の
電
子
的
な
身
分
証
明
書
（
電
子
証

明
書
）
を
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

内
に
格
納
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
電

子
証
明
書
に
よ
り
、
成
り
す
ま
し
や

申
請
内
容
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
発
行
申
請
は
、
本

人
ま
た
は
代
理
人
が
市
役
所
市
民
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要

な
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
本
人
が
申
請
を
行
う
場
合
〉

・
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
市
役

所
市
民
課
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
身
分
証
明
書
（
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
入
り
の
も
の
。
顔
写
真
入
り
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
代
理
人
が
申
請
を
行
う
場
合
〉

・
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
市
役

所
市
民
課
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）

・
申
請
者
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
照
会
書
兼
回
答
書
（
事
前
に
送
付

依
頼
書
を
提
出
し
、
送
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
）

・
委
任
状
（
照
会
書
兼
回
答
書
の
委

任
状
欄
に
記
載
の
な
い
場
合
）

・
委
任
状
に
押
印
さ
れ
た
印
鑑
の
印

鑑
証
明
書

・
代
理
人
の
身
分
証
明
書
（
官
公
署

発
行
の
顔
写
真
入
り
の
も
の
）

＊
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

代
理
人
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
（
基
本
領
域
の
も
の
）

を
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

電
子
証
明
書
の
発
行
手
数
料
は
５

０
０
円
で
す
が
、
３
月
31
日
貉
ま
で

は
無
料
で
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

６
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
納

税
申
告
手
続
き
が
で
き
る
予
定
で
す
。

今
後
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

の
老
齢
給
付
裁
定
請
求
な
ど
、
利
用

で
き
る
手
続
き
が
順
次
広
が
る
予
定

で
す
。

な
お
、
電
子
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

請
・
届
出
を
行
う
際
に
は
、
市
販
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
（
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
）
が
必
要
で
す
。

対
応
機
種
等
に
つ
い
て
は
市
役
所
市

民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年

間
で
す
。
た
だ
し
、
住
所
や
氏
名
を

変
更
し
た
と
き
は
期
間
内
で
あ
っ
て

も
失
効
し
ま
す
。

見　本 

昨
年
、
県
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
３
６
９
人
（
前
年
比

26
人
増
）
と
、
北
海
道
に
次
ぐ
ワ

ー
ス
ト
２
位
で
す
。
多
発
す
る
交

通
事
故
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

県
で
は
、
１
月
13
日
に
知
事
に
よ

る
「
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
緊

急
ア
ピ
ー
ル
」
を
行
い
、
緊
急
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
運
転
者

の
無
謀
運
転
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
無
視
、
そ
し
て
、

思
い
や
り
の
欠
如
な
ど
が
事
故
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
に

あ
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。

B
越
谷
警
察
署
蕁
９
６
４
＝
０
１

１
０
、
市
役
所
交
通
防
災
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
８
５

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
方
は
、
住
民
税
の
申
告
は

不
要
で
す
。
詳
し
く
は
広
報
こ
し

が
や
お
知
ら
せ
版
２
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
市
民
税
課
へ
。

A
３
月
15
日
豺
ま
で
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）、
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
●
D
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階

大
会
議
室
●
B
市
民
税
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
４
４

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
等
に

よ
り
、
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び

小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
書
等
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す
。
標
識
交
付

申
請
書
と
廃
車
申
告
書
は
４
月
１

日
か
ら
、
標
識
交
付
証
明
書
と
廃

車
確
認
書
は
３
月
１
日
か
ら
新
し

い
様
式
に
な
り
ま
す
。
申
告
等
の

手
続
き
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

B
市
民
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

５
平
成
15
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
年
税
額
に
変
更
の
あ
っ
た
方

や
新
た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
通

知
書
と
納
付
書
（
口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
に
は
通
知
書
の
み
）
を

３
月
16
日
貂
に
発
送
し
ま
す
。
新

た
に
お
送
り
す
る
納
付
書
で
お
納

め
く
だ
さ
い
。

B
国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝

９
１
４
６

A
３
月
７
日
豸
、
21
日
豸
、
４
月

４
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
D
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課

（
い
ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）
●
B
納

税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国

民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

４
３

平

成

15

年

度

国

民

健

康

保

険

税

・

第

10

期

分

の

納

期

限

は

３

月

31

日

貉

で

す

。

納

付

は

便

利

な

口

座

振

替

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

市
役
所
市
民
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
５
２

埼
玉
県
Ｉ
Ｔ
企
画
室

蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝

２
２
６
６

問　合　せ

〈日　時〉 3月26日貊、午後2時から　
〈会　場〉 児童館コスモス　
〈内　容〉 映画「とまれちゃんのストップ作
戦」、交通安全指導講話、交通安全クイズ、白
バイの試乗＆記念撮影など
〈対　象〉 新入学児童（保護者同伴）および
小学生150人（申込み順）
〈申込み〉 3月5日貊、
午前9時から下記へ（電
話可）
＊車での来場はご遠慮
ください

〈問合せ〉
交通防災課蕁963―
9185、児童館コスモ
ス蕁978―1515

春休み 春休み 春休み 

交通安全フェスティバル 交通安全フェスティバル 交通安全フェスティバル 
～参加賞をプレゼント～ ～参加賞をプレゼント～ 

参加無
料 

参加無
料 

交通安全フェスティバル 

市民課の窓口開庁時間を 
午後7時まで延長します 
市民課の窓口開庁時間を 
午後7時まで延長します 
実施日：3／22日豺～3／26日貊 
　　　　3／29日豺～4／2日貊、4／5日豺 

引っ越しに伴う住民の転居届などが増える年度末から年度始め
にかけて、市民課窓口の開庁時間を延長します。開庁時間を延長
することにより市民サービスの向上に努めます。昼間の時間に来
られない方は、この機会をご利用ください。
〈延長時間中の業務内容〉
・住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本等の発行
・転入・転出、転居等住民異動届
・印鑑登録の受け付け
・戸籍届の受け付け
＊届出の内容により発行できない
証明書もあります

〈時間延長窓口〉 市役所市民課
転入･転出等に係わる次の業務

についても取り扱います。
・国民健康保険の加入・喪失の手
続き

・児童手当・乳児医療の手続き
・老人医療の手続き
・介護保険の手続き
・学校指定の手続き
＊北部・南部出張所の開庁時間は通常どおりです
〈問合せ〉 市民課蕁９６３―９１５２

住
民
税
の
申
告
は

3
月
15
日
豺
ま
で
で
す

軽
自
動
車
税
の

申
告
書
等
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す

納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
を

交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
中
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
中
で
す
 

交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
中
で
す

蜷住民基本台帳カードは個人情報を守る
ＩＣカードです。大切に管理しましょう
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体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る 

越
谷
市
体
育
賞 

越
谷
市
体
育

越
谷
市
体
育
賞 
越
谷
市
体
育
賞 

越
谷
市
体
育
賞 

個
人
１
１
４
人
と
11
団
体
が
受
賞 

越
谷
市
体
育
賞
は
越
谷
市
教
育
委
員
会
と
越
谷
市
体
育
協
会
が
、

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
、
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
優
秀
選
手
賞
、
優
秀
団
体
賞
、
体
育
奨
励
賞
、
体
育
奨

励
団
体
賞
、
山
崎
体
育
賞
の
５
部
門
に
、
個
人
１
１
４
人
と
11
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
の
受
賞
者
、
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
。
敬

称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
種
目
と
所
属
。
高
校
生
以
下
の
所
属
は
学
校
名
。

団
体
の
所
属
は
適
宜
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

優
秀
選
手
（
団
体
）
賞
は
、
特
に

優
秀
な
技
量
を
発
揮
し
て
ほ
か
の
模

範
と
認
め
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

体
育
奨
励
（
団
体
）
賞
は
、
職
場
や

年
齢
別
な
ど
に
よ
る
大
会
に
出
場
し

た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

市
内
在
住
の
方
ま
た
は
在
勤
・
在
学

（
市
内
の
学
校
・
団
体
と
し
て
出
場
）

の
方
で
、
平
成
15
年
１
月
〜
12
月
の

間
に
、
県
大
会
優
勝
、
関
東
大
会
優

勝
・
準
優
勝
、
全
国
大
会
入
賞
（
３

位
以
内
）
ま
た
は
世
界
（
国
際
）
大

会
に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
優
秀
選
手
賞
】

▽
宮
崎
忠
彦
（
軟
式
野
球
・
野
球
連

盟
）
●
▽
矢
部
新
治
（
同
）
●
▽
平

林
次
男
（
同
）
●
▽
上
野
浩
一
（
同
）

●
▽
大
貫
正
一
（
同
）
●
▽
藤
田
文

夫
（
同
）
●
▽
宮
川
優
子
（
剣
道
・

本
庄
第
一
高
）
●
▽
伊
藤
亜
希
恵

（
空
手
道
・
西
中
）
●
▽
奥
田
大
介

（
空
手
道
連
盟
）
●
▽
鈴
木
康
史
（
空

手
道
・
日
本
大
学
）
●
▽
鈴
木
佑
美

（
空
手
道
・
越
谷
総
合
技
術
高
）
●
▽

栗
栖
千
翔

ち

か

（
新
体
操
・
中
央
中
）
●

▽
藤
森
敏
大

と
し
き

（
相
撲
・
中
央
中
）
●

▽
柏
原
未
久
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
富

士
中
）
●
▽
村
井
桃
子
（
新
体
操
・

富
士
中
）
●
▽
佐
々
木
菜
摘
（
水

泳
・
富
士
中
）
●
▽
大
森
舞
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
富
士
中
）
●
▽
三
木
佑

里
子
（
同
）
●
▽
星
奈
津
美
（
水

泳
・
栄
進
中
）
●
▽
曽
我
絵
理
（
テ

ニ
ス
・
光
陽
中
）
●
▽
榎
本
学
（
テ

ニ
ス
・
千
間
台
中
）
●
▽
鈴
木
佳
太

（
同
）
●
▽
中
嶋
は
る
み
（
陸
上
・
千

間
台
中
）
●
▽
赤
司
こ
の
み
（
同
）

●
▽
海
老
原
剛ご

う

（
同
）
●
▽
黒
川
恵

梨
（
同
）
●
▽
橋
口
香
織
（
テ
ニ

ス
・
共
栄
学
園
中
）
●
▽
内
山
伸
之

（
ボ
ー
ト
・
越
ヶ
谷
高
）
●
▽
磯
部
俊

之
（
同
）
●
▽
川
上
真
司
（
少
林
寺

拳
法
・
越
ヶ
谷
高
）
●
▽
星
絢
子

（
同
）
●
▽
芝
田
彩
（
同
）
●
▽
内
田

裕
子
（
同
）
●
▽
帆
苅

ほ
か
り

舞
（
同
）
●

▽
中
内
希
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
越
谷

南
高
）
●
▽
井
上
ま
り
（
同
）
●
▽

坂
巻
貴
史
（
陸
上
・
春
日
部
東
高
）

●
▽
秋
山
隆
（
硬
式
野
球
・
春
日
部

共
栄
高
）
●
▽
由
井

ゆ

い

一
成
（
同
）
●

▽
萩
原
奨
（
同
）
●
▽
吉
川
恵
梨
子

（
水
泳
・
春
日
部
共
栄
高
）
●
▽
平
雅

予
（
同
）
●
▽
兼
子
望
（
同
）
●
▽

山
崎
泰
二
郎
（
同
）
●
▽
小
林
隼
斗

（
同
）
●
▽
大
野
聡
史
（
硬
式
野
球
・

浦
和
学
院
高
）
●
▽
栄
賢
太
郎
（
新

体
操
・
埼
玉
栄
高
）
●
▽
加
藤
洋

（
同
）
●
▽
山
村
想
（
レ
ス
リ
ン
グ
・

埼
玉
栄
高
）
●
▽
竹
本
香
織
（
陸

上
・
埼
玉
栄
高
）
●
▽
日
下

く
さ
か

秀
人

（
同
）
●
▽
久
貝

く
が
い

真
希
（
サ
ッ
カ
ー
・

埼
玉
栄
高
）
●
▽
白
石
雅
之
（
ボ
ク

シ
ン
グ
・
花
咲
徳
栄
高
）
●
▽
中
嶋

め
ぐ
み
（
陸
上
・
杉
戸
高
）
●
▽
荒

井
雄
樹
（
サ
ッ
カ
ー
・
武
南
高
）
●

▽
島
津
保
生
（
硬
式
野
球
・
常
総
学

院
高
）
●
▽
柴
田
真
（
柔
道
・
国
学

院
大
）

【
優
秀
団
体
賞
】

▽
忍
誠
館
Ａ
（
空
手
道
連
盟
）
●
▽

千
間
台
中
学
校
野
球
部
（
中
体
連
）

●
▽
光
陽
中
学
校
体
操
部
（
同
）
●

▽
大
相
模
中
学
校
女
子
剣
道
部
（
同
）

●
▽
越
ヶ
谷
高
校
少
林
寺
拳
法
部

（
越
ヶ
谷
高
）
●
▽
越
ヶ
谷
高
校
ボ
ー

ト
部
（
同
）
●
▽
越
谷
ク
ラ
ブ
（
実

年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
●
▽
越

谷
Ａ
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
●
▽

文
教
大
学
軟
式
野
球
部
（
文
教
大
）

【
体
育
奨
励
賞
】

▽
大
塚
史
郎
（
剣
道
連
盟
）
●
▽
高

橋
洋
一
（
柔
道
連
盟
）
●
▽
神
原
宏ひ

ろ

士と

（
卓
球
連
盟
・
宮
本
小
）
●
▽
池

田
卓
哉
（
水
泳
・
栄
進
中
）
●
▽
折

原
一
彰
（
水
泳
・
鷺
後
小
）
●
▽
中

山
莉
沙
（
同
）
●
▽
相
馬
実
季
（
同
）

●
▽
松
本
彩
香
（
同
）
●
▽
星
茜

（
水
泳
・
花
田
小
）
●
▽
田
中
楓
（
同
）

●
▽
倉
本
春
奈
（
な
わ
と
び
・
鷺
後

小
）
●
▽
刈
屋
京
子
（
テ
ニ
ス
協
会
）

●
▽
篠
田
恵
子
（
武
術
大
極
拳
連
盟
）

●
▽
藤
原
摩
耶
（
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
・
大
袋
北
小
）
●
▽
吉
田
直

矢
（
同
）
●
▽
佐
藤
剛
志
（
体
操
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
大
袋
東
小
）
●

▽
保
坂
真
耶
（
同
）
●
▽
森
朱
音

（
同
）
●
▽
森
義
暁
（
同
）
●
▽
廣
田

麻
妃
（
同
）
●
▽
本
田
鈴
乃
（
体

操
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
鷺
後
小
）

●
▽
阿
久
井
彩
花
（
体
操
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
千
間
台
小
）
●
▽
小
林

明
広
（
同
）
●
▽
宮
地
翼
（
同
）
●

▽
戸
田
麻
友

ま

ゆ

（
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
●
▽
萩
原
純
也

す
み
や

（
同
）
●
▽

森
田
亮
平
（
同
）
●
▽
田
口
遼
子

（
同
）
●
▽
堀
越
裕
也
（
体
操
・
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
・
栄
進
中
）
●
▽
蛭
田

萌
（
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
千

間
台
中
）
●
▽
本
間
潤
一
（
体
操
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
●
▽
山
田
孝
太

（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
連
盟
・
東
越
谷
小
）

●
▽
三
橋
杏
奈
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
連

盟
・
花
田
小
）
●
▽
藤
本
卓た

く

（
同
）

●
▽
小
林
静
男
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟
）
●
▽
小
林
輝
代
（
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）
●
▽
三
木
佑

希
子
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
西
方

小
）
●
▽
望
月
秀
人
（
柔
志
館
越
谷

ク
ラ
ブ
・
南
越
谷
小
）
●
▽
鈴
木
亮

平
（
相
撲
錬
修
会
・
千
間
台
小
）
●

▽
高
橋
一
真
（
相
撲
錬
修
会
・
荻
島

小
）
●
▽
柏
原
奈
弥

な

み

（
出
羽
バ
ド
ミ

ン
タ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
荻
島
小
）

●
▽
三
木
江
里
子
（
出
羽
バ
ド
ミ
ン

タ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
西
方
小
）

●
▽
金
子
祐
樹
（
出
羽
バ
ド
ミ
ン
タ

ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
宮
本
小
）
●

▽
中
山
祐
希
（
出
羽
バ
ド
ミ
ン
タ
ン

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
出
羽
小
）
●
▽

弦
巻

つ
る
ま
き

貴
之
（
出
羽
バ
ド
ミ
ン
タ
ン
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
花
田
小
）
●
▽
西

尾
由
香
子
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
文
教

大
）
●
▽
武
田
昌
身
（
同
）
●
▽
斎

藤
茂
尚
（
同
）
●
▽
祐
川

す
け
が
わ

翔
（
陸

上
・
越
谷
養
護
学
校
）
●
▽
田
村
健

太
（
同
）
●
▽
鈴
木
竜
一
（
同
）
●

▽
遠
藤
玲
子
（
同
）
●
▽
高
橋
和
宏

（
同
）
●
▽
岸
本
麻
実
子
（
同
）
●
▽

小
林
靖
幸
（
同
）
●
▽
古
谷
千
恵

（
陸
上
・
ホ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
●
▽

小
堀
逸
也
（
ボ
ッ
チ
ャ
・
埼
玉
ボ
ッ

チ
ャ
ク
ラ
ブ
）

【
体
育
奨
励
団
体
賞
】

▽
鷺
後
小
Ａ
（
な
わ
と
び
・
小
体
連
）

３
月
定
例
市
議
会
が
、
２
月
25

日
か
ら
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

日
程
は
次
の
予
定
で
す
。

２
月
25
日
　
開
会

市
長
の
施
政
方
針
説
明
、

市
長
提
出
議
案
の
説
明

26
日
〜
27
日
　
議
案
調
査
の
た
め

休
会

28
日
〜
29
日
　
休
日
の
た
め
休
会

３
月
１
日
〜
２
日
　
市
政
に
対
す

る
代
表
質
問

３
日
　
市
政
に
対
す
る
代
表
質
問
、

市
長
提
出
議
案
の
質
疑

予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

お
よ
び
委
員
の
選
任

４
日
〜
５
日
　
予
算
特
別
委
員
会

開
催

６
日
〜
７
日
　
休
日
の
た
め
休
会

８
日
〜
10
日
　
予
算
特
別
委
員
会

開
催

11
日
〜
12
日
　
各
常
任
委
員
会
開

催

13
日
〜
14
日
　
休
日
の
た
め
休
会

15
日
　
各
常
任
委
員
会
開
催

16
日
　
議
案
調
査
の
た
め
休
会

17
日
　
各
常
任
委
員
会
開
催

18
日
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

閉
会

B
議
会
事
務
局
蕁
９
６
３
＝
９
２

６
１
、
庶
務
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

３
０

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税

者
は
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内
の

固
定
資
産
の
価
格
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）
の
写
し
は
、
閲
覧
制
度

で
従
来
ど
お
り
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ご
自
分
の
固
定
資
産
の
価
格
な

ど
を
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
縦
覧
期
間
〉

４
月
１
日
貅
〜

５
月
31
日
豺
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
休
日
を
除
く
）、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

＊
閲
覧
は
１
年
を
通
し
て
で
き
ま

す
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

休
日
を
除
く
。
時
間
は
縦
覧
と

同
じ
）

〈
縦
覧
場
所
〉

資
産
税
課
（
本
庁

舎
１
階
）

＊
閲
覧
は
資
産
税
課
の
ほ
か
、
北

部
・
南
部
出
張
所
で
で
き
ま
す

〈
縦
覧
で
き
る
方
〉

固
定
資
産
税

の
納
税
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
等

〈
閲
覧
で
き
る
方
〉

本
人
（
所

有
者
）
ま
た
は
そ
の
代
理
人
。
所

有
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は

相
続
人
、
借
地
人
・
借
家
人
（
借

用
に
か
か
る
固
定
資
産
の
み
）
等

〈
必
要
な
も
の
〉

納
税
者
本
人

の
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者

印
）。
納
税
者
以
外
の
方
が
来
庁
す

る
場
合
や
代
表
者
印
を
お
持
ち
に

な
れ
な
い
場
合
は
、委
任
状
・
来
庁

者
の
印
鑑
・
納
税
通
知
書
ま
た
は

課
税
明
細
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

＊
相
続
人
の
方
は
、
右
記
の
ほ
か

相
続
を
証
明
す
る
戸
籍
謄
本
等
、

借
地
人
・
借
家
人
は
借
地
・
借

家
契
約
書
等
が
必
要
で
す

B
資
産
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

７

縦
　
　覧 

山
崎
体
育
賞
は
、
越
谷
市
体
育

賞
の
受
賞
者
の
中
か
ら
特
に
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
中
学
生
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
賞
は
、
昭

和
30
年
４
月
〜
47
年
９
月
ま

で
越
谷
市
体
育
協
会
の
理
事

長
を
務
め
ら
れ
た
故
・
山
崎

浩
次
氏
の
功
績
を
た
た
え
て

つ
く
ら
れ
た
賞
で
す
。

15
年
度
は
、
千
間
台
中
学

校
野
球
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
部
は
15
年
８
月
７
日
〜
10

日
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た

「
関
東
中
学
校
軟
式
野
球
大

会
」
に
出
場
し
、
優
勝
し
ま

し
た
。

▲授与式に出席した顧問の今西昭博先生、
田中仁選手、一條和真選手（右から）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

問合せ

体
育
課
振
興
係

蕁
９
６
３
＝
９
２
８
４

3
月
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す

月
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
 

3
月
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
 

山
崎
体
育
賞
に

千
間
台
中
学
校

野
球
部
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越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

応
募
応
募
す
る
す
る 

応
募
す
る 

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

乕
精
神
障
害
に
関
す
る
電
話
相
談

G
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る

家
族
の
接
し
方
、
社
会
復
帰
・
社
会

参
加
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
電
話
相

談
。
こ
の
ほ
か
面
接
相
談
（
予
約
制
）

あ
り
　
A
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
、
午

後
１
時
〜
４
時
。
相
談
の
電
話
は
蕁

９
６
２
＝
６
６
４
６
・
６
６
０
６
■

B
越
谷
市
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
会
蕁
９
６
２
＝
６
６
４

６乕
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

越
谷
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ

ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
が
姉
妹
都
市
を

提
携
し
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン

市
民
の
使
節
団
が
越
谷
市
を
訪
問
し
、

５
月
21
日
貊
〜
23
日
豸
の
間
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
行
う
予
定
で
す
。
つ
き

ま
し
て
は
使
節
団
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
秘

書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
０
９
４
３

乕
臨
時
職
員
の
登
録

市
で
は
、
市
役
所
や
市
の
施
設
等

で
勤
務
す
る
短
期
（
１
年
以
内
）
の

臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

〈
対
象
〉

60
歳
未
満
の
健
康
な
方

〈
主
な
業
務
内
容
〉

一
般
事
務
、
レ

セ
プ
ト
点
検
業
務
、
そ
の
他
看
護
師

お
よ
び
保
健
師
等
の
資
格
を
生
か
し

た
業
務
等

〈
主
な
勤
務
時
間
〉
月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
業
務

内
容
等
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

〈
登
録
方
法
〉

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
し

て
、
本
人
が
直
接
人
事
課
（
本
庁
舎

２
階
）
へ
。
看
護
師
・
保
健
師
等
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
資
格
の

証
明
書
の
写
し
も
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
し
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

＊
登
録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て

ご
連
絡
し
ま
す

B
人
事
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
２

乕
北
部
市
民
会
館
・
事
務
補
助
職
員

（
パ
ー
ト
）

A
４
月
16
日
貊
〜
17
年
４
月
15
日
貊
。

勤
務
時
間
帯
は
昼
…
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
、
夜
…
午
後
５
時

30
分
〜
10
時
。
１
日
４
〜
５
時
間

（
３
交
替
制
）
で
月
18
日
以
内
　
G
市

民
会
館
・
図
書
室
の
受
付
な
ど
。
時

給
は
昼
８
２
０
円
、
夜
８
８
０
円
■

F
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
勤
務
で

き
る
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
若
干
名
　
E
３
月
14
日
豸
ま

で
（
８
日
豺
は
休
館
）
に
写
真
を
は

っ
た
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
北
部
市
民
会
館
へ
。
受
付
時
間

は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。
３
月
19

日
貊
に
試
験
（
筆
記
・
面
接
）
を
行

い
ま
す
　
B
北
部
市
民
会
館
運
営
協

議
会
事
務
局
蕁
９
７
８
＝
５
３
１
１

乕
自
衛
官

F
①
予
備
自
衛
官
補
…
18
歳
以
上
34

歳
未
満
（
16
年
７
月
１
日
現
在
）
の

方
、
試
験
日
は
４
月
17
日
貍
〜
19
日

豺
の
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ
た
日
。
②

一
般
幹
部
候
補
生
…
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
方
、
試
験
日
は
５
月
22
日
貍
、

23
日
豸
（
23
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

E
受
付
は
、
①
…
４
月
９
日
貊
ま
で
、

②
…
４
月
５
日
豺
〜
５
月
11
日
貂
。

そ
の
他
詳
し
く
は
左
記
へ

B
自
衛
隊
朝
霞
募
集
事
務
所
蕁
０
４

８
＝
４
６
６
＝
４
４
３
５

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
浄
化
槽
の
清

掃
は
、
地
区
ご
と
に
清
掃
業
者
を
決

め
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
市

が
許
可
し
て
い
る
業
者
（
下
表
）
で

あ
れ
ば
、
地
区
に
関
係
な
く
清
掃
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〈
清
掃
〉

浄
化
槽
の
清
掃
は
、
浄
化
槽
内
に

生
じ
た
汚
泥
の
引
き
抜
き
や
機
器
類

を
洗
浄
す
る
作
業
で
す
。
年
１
回

（
全
ば
っ
気
式
は
２
回
）
以
上
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
保
守
点
検
〉

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽

の
点
検
・
調
整
・
修
理
等
の
作
業
で

す
。
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
保
守
点

検
・
清
掃
を
定
期
的
に
行
い
、
浄
化

槽
の
正
し
い
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

B
環
境
資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
１

４
月
か
ら
浄
化
槽
清
掃
の

地
区
割
を
廃
止
し
ま
す

市
で
は
、市
街
化
調
整
区
域
に
10
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
専
用

住
宅
に
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
資

源
課
へ
。

〈
補
助
金
額
〉

５
人
槽
…
35
万
４
０
０
０
円

７
人
槽
…
41
万
１
０
０
０
円

10
人
槽
…
51
万
９
０
０
０
円

B
環
境
資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
１

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

浄化槽清掃業者一覧表 

９６２-１１２１ 

９８８-２２３１ 

０４８-７９８-１０６３ 

９７４-０３７９ 

０４８-７９８-０６５９ 

０４８-２８１-１６０５ 

９７６-０９３４ 

９８２-０２８０ 

 

 

９８７-１００２ 

９７６-６６１９ 

０４８-７９８-１１９２ 

９７４-００８８ 

９６４-６５７８ 

譌作良商事 

譁東武エコテック 

譌東佑商事 

譌加藤商事 

譌田口商事 

譌三和商事 

譌平野清掃 

石川商事譌 

 

 

譁西本商事 

譌森商事 

第一企掃譁 

譌大栄清掃 

東京ヘルス工業譌 

業   者   名 

鈴中清掃 盧鈴木新三郎 
盪中村　　正 
蘯鈴木　秀義 

電話番号 

９６２-３９２９ 
９６２-０６９７ 
９６３-２０２３ 

所　在　地 

北後谷２４-１ 

蒲生旭町９-３ 

岩槻市釣上新田８２０ 

東大沢３-３５-６ 

岩槻市釣上１８１３ 

鳩ヶ谷市坂下町３-２-９ 

砂原７７５ 

吉川市平沼５２-１ 

 

 

川柳町１-１５０-１ 

平方３６４６ 

岩槻市高曽根１０３７ 

大泊１２６ 

宮本町１-９１ 

東越谷２-１５-１ 
東越谷２-４-１ 
東越谷７-９ 

「
就
職
試
験
」

就
職
を
す
る
際
の
面
接
試
験
等
で
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
あ
な
た
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。」

「
あ
な
た
の
家
族
の
職
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

「
あ
な
た
の
両
親
の
出
身
地
は

ど
こ
で
す
か
。」

「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
家

は
、
持
ち
家
で
す
か
。」

「
結
婚
、
出
産
し
て
も
働
き
続

け
ま
す
か
。」
等

ま
た
、「
戸
籍
謄
本
」
や

「
住
民
票
」
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

の
よ
う
な
こ
と
が
就
職

す
る
た
め
に
、
い
っ
た
い
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
、

疑
問
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
て
も
、「
悪
い
印
象
を
与

え
た
く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
求
め
ら
れ
る
ま

ま
に
応
え
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。採

用
に
あ
た
っ
て
、
家
族
の
出
身
地
や
職
業
、

本
人
の
思
想
・
信
条
に
関
す
る
質
問
を
す
る
こ
と

は
、
就
職
差
別
だ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
人
権
を

侵
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長
、
拡
大
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
お
就
職
試
験
に
お
い
て
、
差
別

に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
事
象
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。私

た
ち
に
と
っ
て
「
就
職
す
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
生
活
基
盤
を
安
定
さ
せ

る
ば
か
り
で
な
く
、
職
業
を

通
じ
て
自
己
実
現
を
図
り
な

が
ら
社
会
参
加
を
果
た
し
、

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の

基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

大
切
な
こ
と
で
す
。

長
引
く
不
況
に
よ
り
、
就

職
が
容
易
で
は
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、
基
本
的
人
権
が
尊

重
さ
れ
、個
人
の
適
性
、能
力

を
基
準
と
し
た
就
職
試
験
が
あ
た
り
ま
え
に
実
施

さ
れ
る
社
会
の
実
現
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
事
業
者
、
求
職
者
及
び
社
会

全
体
が
「
就
職
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と

い
う
強
い
意
志
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

主
管
課
＝
人
権
推
進
課

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

市
立
病
院
で
は
、
育
児
休
業
代

替
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
〉

看
護
師
（
雇
用
期
間
は

最
長
３
年
）
若
干
名

〈
応
募
資
格
等
〉

原
則
４
週
８

休
・
３
交
代
制
勤
務
可
能
な
看
護

師
免
許
を
お
持
ち
の
方
。
給
与
は

越
谷
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
支
給
。
年
次
休
暇
、

病
気
休
暇
等
あ
り
。
被
服
貸
与

〈
選
考
方
法
〉

面
接
・
作
文

＊
こ
の
ほ
か
臨
時
職
員
（
看
護
師
、

診
療
放
射
線
技
師
、
医
療
業
務

員
）
の
登
録
も
受
け
付
け
て
い

ま
す

B
市
立
病
院
庶
務
課
蕁
９
６
５
＝

２
２
２
１

先
日
、
他
県
で
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
育
し
て
い
る
チ
ャ
ボ
が
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
野
鳥
と
接

触
す
る
可
能
性
の
あ
る
放
し
飼
い

を
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
特
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

肉
冠
が
出
血
す
る
・
顔
面
が
は

れ
上
が
る
な
ど
の
症
状
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
、
直
ち
に
家
畜
保
健
衛

生
所
ま
た
は
市
役
所
農
政
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

B
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
蕁
０
４

８
＝
６
６
３
＝
３
０
７
１
、
農
政

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９
３
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乕
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

A
G
５
月
７
日
貊
、
午
後
７
時
受
付
、

７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん
（
６
月
の
日

曜
日
分
）
●
D
越
谷
市
民
球
場
会
議

室
●
C
使
用
料
と
利
用
団
体
登
録
証
。

団
体
登
録
を
事
前
に
体
育
課
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
●
B
体
育
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
８
４

乕
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行

い
ま
す

A
３
月
８
日
豺
〜
10
日
貉
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
●
G
放
送
内
容

は
「
こ
ち
ら
は
防
災
こ
し
が
や
で
す
。

た
だ
今
か
ら
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

本
日
は
晴
天
な
り
。
こ
れ
で
試
験
放

送
を
終
わ
り
ま
す
」

B
交
通
防
災
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

５乕
介
護
従
業
者
の
資
格
要
件
に
か
か

る
証
明
書
の
申
請
受
付
が
３
月
で

終
了
し
ま
す

身
体
障
害
児
者
・
知
的
障
害
児
者

に
か
か
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
一
部
が
支
援
費
制
度
に
移

行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
県
で

は
一
定
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象
に

「
介
護
従
業
者
の
資
格
要
件
に
か
か
る

証
明
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ

の
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
方
は
、

介
護
従
業
者
と
み
な
さ
れ
17
年
３
月

31
日
を
期
限
に
移
動
介
護
等
の
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
受
付
は
３
月
31
日
貉
ま
で
で

す
。
申
請
に
は
、
障
害
福
祉
課
発
行

の
介
護
経
験
に
か
か
る
証
明
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

B
障
害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

４乕
労
働
問
題
の
援
助
を
し
て
い
ま
す

埼
玉
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
問
題
が
発
生
し
た
と
き
、
意
見

の
調
整
や
助
言
等
を
行
っ
て
解
決
で

き
る
よ
う
、
援
助
（
あ
っ
せ
ん
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

県
内
の
事
業
所
で
、
個
人
の
労
働
条

件
や
雇
用
に
関
し
て
発
生
し
た
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
双
方
の
話
し
合
い

だ
け
で
は
解
決
が
困
難
と
思
わ
れ
る

場
合
で
す
。

B
埼
玉
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝
６
４
５
５

乕
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

埼
玉
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署

の
職
員
と
称
し
、
事
業
所
に
対
し
従

業
員
の
名
前
等
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

B
埼
玉
労
働
局
総
務
部
企
画
室
蕁
０

４
８
＝
６
０
０
＝
６
２
０
１

乕
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
（
４
月
１
日
〜
５
月

20
日
）

申
告
書
・
納
付
書
は
、
４
月
初
め

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
添
え

て
５
月
20
日
貅
ま
で
に
銀
行
、
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
納
付
相

談
を
県
内
各
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

B
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁

０
４
８
＝
６
０
０
＝
６
２
０
３

乕
カ
ラ
ス
に
ご
注
意
を

３
月
〜
６
月
の
時
期
は
産
卵
・
子

育
て
の
た
め
、
ひ
な
を
守
ろ
う
と
す

る
親
カ
ラ
ス
が
人
間
を
威
嚇
、
攻
撃

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ス
に
対
す
る
防
衛
策
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
▽
樹

木
の
枝
を
せ
ん
定
す
る
、
▽
巣
の
材

料
と
な
る
ハ
ン
ガ
ー
は
室
内
に
取
込

む
、
▽
巣
を
作
り
始
め
た
ら
、
物
干

し
竿
な
ど
を
利
用
し
て
巣
を
壊
す
、

▽
巣
の
下
を
通
ら
な
い
。
通
る
場
合

は
帽
子
を
か
ぶ
る
、
傘
を
さ
す
、
▽

生
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
見
え
な
い

よ
う
に
袋
の
内
側
に
入
れ
る
、
▽
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
カ
ラ
ス
よ
け
ネ

ッ
ト
を
す
る
、
▽
ペ
ッ
ト
が
食
べ
残

し
た
え
さ
は
片
付
け
る
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
野
鳥
で
も
、

ふ
ん
や
鳴
き
声
な
ど
で
、
近
所
の
方

に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
え
さ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

３乕
４
月
か
ら
受
付
を
開
始
・
在
宅
介

護
者
福
祉
手
当
支
給
事
業

〈
支
給
対
象
者
〉

ね
た
き
り
の
高
齢
者
を
家
族
等
で

常
時
介
護
し
て
い
る
主
た
る
在
宅
介

護
者
に
支
給
し
ま
す
。

〈
ね
た
き
り
の
高
齢
者
と
は
？
〉

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
越
谷
市
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
し

て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
、
②
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
方
、
③
施
設
等
に

入
所
・
入
院
し
て
い
な
い
方

〈
手
当
の
支
給
額
〉

月
額
５
０
０
０
円
。
た
だ
し
、
１

人
で
２
人
以
上
の
ね
た
き
り
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
場
合
に
は
、
月
額

１
万
円

〈
支
給
時
期
〉

・
４
月
〜
７
月
分
…
８
月
支
給

・
８
月
〜
11
月
分
…
12
月
支
給

・
12
月
〜
３
月
分
…
４
月
支
給

〈
認
定
の
手
続
き
〉

申
請
書
と
必
要
書
類
を
高
齢
福
祉

課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
審
査
の
う

え
認
定
を
し
ま
す
。

〈
必
要
書
類
〉

申
請
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

住
民
票
の
写
し
（
ね
た
き
り
老
人
お

よ
び
そ
の
介
護
者
の
も
の
）

＊
ね
た
き
り
老
人
等
手
当
支
給
事
業

は
３
月
ま
で
で
廃
止
と
な
り
ま
す

B
高
齢
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

３乕
神
明
下
花
田
線
・
弥
生
町
中
町
線

の
開
通
に
伴
い
通
行
方
法
が
変
わ

り
ま
す

都
市
計
画
道
路
神
明
下
花
田
線
お

よ
び
弥
生
町
中
町
線
の
開
通
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
交
差
点
の
通
行
方
法
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。
変
更
日
時
は
３

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
現
地
の
看
板
で
ご
案
内
し
ま
す
。

〈
変
更
箇
所
〉

①
越
ヶ
谷
小
学
校
西
側
の
市
道
か
ら
、

神
明
下
花
田
線
へ
の
出
入
り
は
で

き
な
く
な
り
ま
す

②
宮
子
通
り
と
四
丁
野
通
り
の
交
差

点
で
は
、

▽
宮
子
通
り
…
越
谷
駅
方
面
か
ら

の
直
進
お
よ
び
右
折
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
、
▽
四
丁
野
通
り
…
国

道
４
号
線
方
面
か
ら
越
谷
駅
方
面

へ
の
右
折
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

B
道
路
街
路
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
０

２

そ
の
他 
そ
の
他 

農　園　名 

平 方  

増 林  

蒲生２丁目 

袋 山  

宮本町５丁目 

登 戸 町  

花田４丁目 

千間台西５丁目 

宮本町5丁目第2 

大 里  

下 間 久 里  

宮本町5丁目第3 

新川町2丁目 

川柳町3丁目 

所　在　地 

平方1655-1 

増林5946-1 

蒲生2-1233-1 

袋山384 

宮本町5-166-1 

登戸町172 

花田4-16-13 

千間台西5-14-12 

宮本町5-112 

大里196 

下間久里781 

宮本町5丁目63 

新川町2丁目300 

川柳町3丁目36-1

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

面積 

33  

38  

30  

20  

30  

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

区画数 

3 

1 

2 

1 

4 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

22 

23

使用料 

2,000円 

〃 

5,000円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

2,000円 

〃 

面　積 

20  

20  

17  

24  

22  

20  

30  

16  

20  

45

区画数 

2 

2 

2 

2 

1 

4 

7 

3 

1 

2

農 　 園 　 名  

平 方  

大 吉  

恩 間  

千 間 台 西  

蒲 生 旭 町  

川 柳 町  

相 模 町  

大 沢  

千間台西第２ 

宮 本 町  
グループ農園 

所　在　地 

平方1687 

大吉703-1 

恩間324 

千間台西5-19-3 

蒲生旭町2367-1 

川柳町1-445-1 

相模町5-432 

東大沢2-34-1 

千間台西5-19-5 

宮本町3-123 

 

表2　市民農園 

表1　いきいき農園 

＊貸出し期間：①～⑥は4月～17年1月、⑦～⑭は4月～17年3月 

＊貸出し期間は4月～17年3月 

D
表
１
の
と
お
り
●
F
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
の
方
。
市
民
農
園
や

ほ
か
の
い
き
い
き
農
園
を
ご
利
用

の
方
お
よ
び
そ
の
世
帯
は
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
●
H
無
料
●
E
３
月
１

日
豺
〜
12
日
貊
に
直
接
高
齢
福
祉

課
へ
。
３
月
22
日
豺
に
中
央
市
民

会
館
で
公
開
抽
せ
ん
会
・
利
用
説

明
会
を
行
い
ま
す
●
B
高
齢
福
祉

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
７
０

D
表
２
の
と
お
り
●
F
市
内
在
住

の
個
人
・
団
体
●
E
申
込
書
（
農

政
課
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

に
記
入
し
、
３
月
３
日
貉
〜
11
日

貅
（
必
着
）
に
農
政
課
へ
。（
郵
送

可
。
メ
ー
ル
不
可
）。
希
望
者
多
数

の
場
合
は
、
３
月
15
日
豺
、
午
後

２
時
か
ら
第
二
庁
舎
３
階
会
議
室

で
公
開
抽
せ
ん
●
B
農
政
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
９
３

＊
各
農
園
と
も
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。徒
歩
・
自
転
車
等
で
通
え

る
農
園
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い

い
ず
れ
も
●
ほ
っ
と
越
谷

◆
青
少
年
の
性
と
人
権
尊
重
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
人
た
ち

よ
目
を
そ
ら
さ
な
い
で
パ
ー
ト
蠱

ー
み
ん
な
で
話
そ
う
性
感
染
症
ー
」

A
３
月
13
日
貍
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
●
G
▽
若
者
た
ち
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
親
に
話

せ
な
い
・
子
ど
も
に
話
せ
な
い
フ

リ
ー
ト
ー
ク
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
埼
玉
県
立
大
学
母
性
看
護
学

助
教
授
・
鈴
木
幸
子
さ
ん
ほ
か
●

F
中
学
生
以
上
の
方
50
人
（
申
込

み
順
）
●
H
無
料
●
E
電
話
で
ほ

っ
と
越
谷
へ

◆
女
性
の
た
め
の
シ
ネ
マ
＆
ト
ー

ク
「
ビ
デ
オ
に
み
る
女
の
生
涯
Ⅶ
」

A
３
月
26
日
貊
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
●
G
講
師
は
シ
ネ
マ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
小
野
由
理
さ
ん
●

F
30
人
（
申
込
み
順
）
●
H
無
料

●
E
電
話
で
ほ
っ
と
越
谷
へ

◆
働
く
人
の
た
め
の
講
座
「
女
性

の
年
金
を
考
え
る
」

A
３
月
28
日
豸
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
●
G
講
師
は
、
税
理

士
・
山
崎
久
民

く

み

さ
ん
●
F
50
人

（
申
込
み
順
）
●
H
無
料
●
E
電
話

で
ほ
っ
と
越
谷
へ

◆
心
と
か
ら
だ
の
セ
ミ
ナ
ー
「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
、
安
心
、
安
全
で

い
る
た
め
に
ー
ひ
っ
た
く
り
か
ら

も
身
を
守
る
術
を
学
べ
ま
す
。
自

分
の
か
ら
だ
、
自
分
で
守
る
ー
」

A
３
月
24
日
貉
、
31
日
貉
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
●
G
講
師
は
Ｃ

Ａ
Ｐ
青
い
空
、
女
性
の
ス
ペ
ー
ス

結
・
橋
本
真
佐
子
さ
ん
、
ほ
っ
と

越
谷
専
門
相
談
員
・
中
村
敏
子
●

F
両
日
参
加
で
き
る
方
30
人
（
申

込
み
順
）
●
H
無
料
●
E
電
話
で

ほ
っ
と
越
谷
へ

B
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
９
７
０
＝
７
４
１
１

× 

× 

足
立
越
谷
線 

東
武
伊
勢
崎
線 

神明下 
花田線 

四
丁
野
通
り 

弥生町 
中町線 

至国道4号 

宮
子
通
り
 

農協 

越
谷
駅 

越
谷
鳩
ヶ
谷
線
 

神明下花田線と 
　　　弥生町中町線 

…開通区間 

① 

② 越ヶ谷小 

Ｎ
 

市
民
農
園

い
き
い
き
農
園

農
園
を
貸
し
出
し
ま
す

ほ
っ
と
越
谷
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
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観
　
る
　
る 

観
　
る 

＊
会
場
な
ど
は
予
定
で
す

▼
み
ず
菜
（
越
谷
在
住
の
栄
養
士

の
会
）

A
毎
月
第
２
月
曜
日
、
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
D
越
谷
保
健
所

■
F
市
内
在
住
の
栄
養
士
の
資
格

が
あ
る
方
■
H
月
会
費
２
０
０
円

■
B
中
野
蕁
９
７
６
＝
０
３
３
０

▼
龍
声
会

A
月
２
回
、
午
後
１
時
30
分
〜
７

時
30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
・
第
２

和
室
■
G
能
楽
の
笛
（
能
管
）
の

練
習
■
H
月
会
費
７
０
０
０
円
。

そ
の
ほ
か
教
材
費
・
諸
経
費
が
か

か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
■

B
石
井
蕁
９
７
６
＝
５
２
０
４

▼
女
性
合
唱
団
「
文
教
」

A
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
D
文
教
大
学
■
H
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
５
０

０
円
■
B
笹
原
蕁
９
６
４
＝
４
７

７
１

▼
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
サ
ー
ク
ル

A
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
。
月
曜
日

は
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分
、

木
曜
日
は
午
後
７
時
〜
８
時
、
８

時
15
分
〜
９
時
15
分
　
D
茜
町
会

館
（
蒲
生
茜
町
）
■
H
入
会
金
２

０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円

■
B
服
部
蕁
９
４
２
＝
０
３
８
２

▼
越
谷
女
声
合
唱
団

A
毎
週
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
　
D
大
沢
公
民
館
、
千
間

台
記
念
会
館
ほ
か
■
F
合
唱
経
験

者
■
H
月
会
費
５
０
０
０
円
（
コ

ン
サ
ー
ト
用
積
立
金
を
含
む
）
■

B
梁
川

や
な
が
わ

蕁
９
８
５
＝
１
３
９
０

会
費
１
０
０
０
円
■
B
佐
々
木

蕁
９
６
３
＝
１
３
８
２

▼
話
し
方
教
室
い
ず
み
の
会

A
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
　
D
越
ヶ
谷
公
民
館
（
第
１
・

３
水
曜
日
）、
南
越
谷
公
民
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
）
■
H
教
材
費
１

０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円

■
B
高
梨
蕁
９
７
５
＝
２
０
７
３

（
午
後
４
時
〜
10
時
）

▼
サ
ン
シ
テ
ィ
市
民
合
唱
団

A
毎
週
土
曜
日
、
午
後
６
時
30
分

〜
９
時
　
D
山
咲
ホ
ー
ル
■
G
デ

ュ
リ
ュ
フ
ル
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
を

歌
い
ま
せ
ん
か
■
H
入
会
金
２
０

０
０
円
、
月
会
費
４
０
０
０
円

（
学
生
半
額
）
■
B
山
崎
蕁
９
６

７
＝
１
１
１
７

▼
埼
玉
朝
日
囲
碁
ク
ラ
ブ

A
毎
週
木
曜
・
日
曜
日
、
正
午
〜

午
後
５
時
（
小
・
中
学
生
は
日
曜

日
の
み
）

D
中
央
市
民
会
館

■
F
小
学
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
■
H
月
会
費
２
０
０
０
円

（
日
曜
日
の
み
の
方
は
１
０
０
０

円
）
■
B
金
子
蕁
９
７
７
＝
０
１

０
３

▼
越
谷
混
声
合
唱
団

A
毎
週
日
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
　
D
南
越
谷
公
民
館
ほ
か

■
H
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
４
５
０
０
円
■
B
九く

野の

蕁
９
６

４
＝
９
８
１
７

お
い
で
く
だ
さ
い

（
凸
版
３
Ｌ
）

▼
春
期
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

A
３
月
28
日
豸
、
午
後
６
時
〜
９

時
30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
・
ポ
ル

テ
ィ
コ
ホ
ー
ル
■
H
一
般
１
３
０

０
円
、
会
員
１
０
０
０
円
■
B
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

後
藤
蕁
９
７
４
＝
４
１
２
５

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

催 し ご 
案 
内 

▼
第
９
回
ピ
ン
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

A
３
月
11
日
貅
〜
14
日
豸
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
11
日
は
正
午

か
ら
、
14
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

D
中
央
市
民
会
館
・
２
階
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
■
H
無
料
■
B
太
田

蕁
９
６
２
＝
７
４
３
４

▼
人
形
劇
「
う
み
は
ぷ
く
ぷ
く
」

く
わ
え
ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

A
３
月
26
日
貊
、
午
後
３
時
開
演

■
D
中
央
市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル

■
F
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の
親

子
■
H
１
人
１
８
０
０
円
（
２
歳

以
下
無
料
）。
越
谷
市
教
育
委
員
会

後
援
■
B
越
谷
お
や
こ
劇
場
蕁
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
６
＝
８
３
３
１

▼
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習

会
A
４
月
３
日
か
ら
の
毎
週
土
曜
日
、

午
後
６
時
〜
８
時
30
分
　
D
北
部

市
民
会
館
ほ
か
■
H
無
料
。
サ
ー

ク
ル
に
入
会
す
る
場
合
、
月
会
費

２
０
０
０
円
■
B
辻
田
蕁
９
８
３

＝
２
８
３
３

▼
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
　
見
学
・
体

験
練
習

A
４
月
４
日
豸
、
午
前
９
時
10
分

〜
11
時
　
D
大
相
模
小
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド
■
F
５
歳
〜
小
学
６
年
生

■
H
無
料
■
E
事
前
に
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
■
B
大
相
模
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
・
石
塚
蕁
９
８
５
＝

６
９
３
３

▼
中
国
語
・
太
極
拳
体
験
教
室

▽
中
国
語
…
A
３
月
14
日
豸
、
21

日
豸
、
28
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正

午
。
全
３
回
　
D
中
央
市
民
会
館

■
F
初
心
者
■
H
無
料

▽
太
極
拳
…
A
３
月
12
日
貊
、
26

日
貊
、
午
前
10
時
〜
正
午
。
全
２

回
　
D
増
林
公
民
館
■
H
無
料
■

B
日
中
友
好
協
会
越
谷
支
部
・
細

矢
蕁
９
８
６
＝
５
２
６
６

乕
第
６２
回
花
の
展
覧
会

A
３
月
４
日
貅
〜
５
日
貊

D
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
■
G
市
内
で
栽
培
さ

れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
･
フ
リ
ー
ジ

ア
・
日
本
す
み
れ
な
ど
の
展
示
。
越

谷
産
の
花
の
直
売
（
市
役
所
南
側
玄

関
前
）。
主
催
は
越
谷
市
農
業
団
体
連

合
会
花か

卉き

部
会

＊
展
示
品
即
売
は
５
日
貊
、
午
後
３

時
か
ら
で
す

B
農
政
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９
３

乕
２
０
０
４
サ
ン
シ
テ
ィ
春
休
み
映

画
会
「
踊
る
大
捜
査
線
　TH

E
M
O
V
IE
2

」

A
４
月
２
日
貊
〜
４
日
豸
、
午
前
10

時
・
午
後
１
時
・
４
時
・
６
時
40
分

上
映
。（
４
日
は
６
時
40
分
か
ら
の
上

映
は
あ
り
ま
せ
ん
）
■
D
サ
ン
シ
テ

ィ
・
大
ホ
ー
ル
■
H
前
売
り
券
大
人

９
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生
８
０
０

円
、
中
学
生
以
下
・
シ
ニ
ア
５
０
０

円
。
当
日
券
大
人
１
４
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
１
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
・
シ
ニ
ア
９
０
０
円
（
４
歳
以

上
有
料
、
シ
ニ
ア
は
60
歳
以
上
）。
割

引
券
（
サ
ン
シ
テ
ィ
・
各
公
民
館
で

お
配
り
し
て
い
ま
す
）
を
お
持
ち
の

方
は
当
日
料
金
か
ら
各
２
０
０
円
引

き
■
B
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー

ル
蕁
９
８
５
＝
１
１
１
２

に
は
市
内
の
お
店
な
ど
の
情
報
を
ジ

ャ
ン
ル
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はhttp://www.ii-net.jp

で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
知
ら
な
い

「
こ
し
が
や
」
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

B
産
業
振
興
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９

２乕
北
越
谷
の
桜
並
木

３
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
北
越
谷
の

元
荒
川
堤
も
長
さ
２
㌔
に
わ
た
り
、

大
小
３
５
０
本
の
見
事
な
桜
が
見
ら

れ
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

〈
お
願
い
〉

・
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
・
近
所
は
住
宅
地
で
す
。
火
の
利
用

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

・
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

B
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９
６
６
＝
６

１
１
１

参
加
す
る
（
凸
版
３
Ｌ
）

乕
第
１１
回
越
ケ
谷
新
町
・
本
町
商
店

会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

A
３
月
14
日
豸
（
雨
天
中
止
）、
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
■
D
新
町
・
本
町

ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
あ
さ
ひ
銀
行
越

信
用
に
代
表
者
名
・
住
所
を
記
入
。

１
人
ま
た
は
１
組
に
つ
き
１
枚
）
に

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ
。

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
せ
ん
。
結
果

は
全
員
に
通
知
し
ま
す
■
B
国
民
健

康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
４

乕
越
谷
市
商
工
会
「
企
業
講
演
会
」

A
３
月
17
日
貉
、
午
後
２
時
か
ら
■

D
越
谷
産
業
会
館
集
会
室
■
G
「
中

小
企
業
の
生
き
残
り
発
想
法
」。
講
師

は
譌
中
里
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所
代
表

取
締
役
の
中
里
良
一
さ
ん
■
H
無
料

■
F
80
人
（
申
込
み
順
）
■
E
B
越

谷
市
商
工
会
蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
若
年
者
プ
レ
訓
練
「
自
分
発
見
セ

ミ
ナ
ー
」（
コ
ー
ス
名
４
０
３
）

A
３
月
10
日
貉
〜
12
日
貊
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
■
D
中
央

市
民
会
館
第
２
会
議
室
■
G
①
雇
用

情
勢
と
企
業
が
求
め
る
人
材
像
、
②

自
己
理
解
・
職
業
理
解
、
③
履
歴
書

の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
、
④
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
■
F
訓
練
開
始
日

現
在
、
原
則
と
し
て
30
歳
未
満
の
求

職
者
の
方
20
人
■
H
無
料
■
E
B
雇

用
能
力
開
発
機
構
埼
玉
セ
ン
タ
ー
蕁

０
４
８
＝
８
３
８
＝
７
７
４
６

乕
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト
「
ワ

ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
」

A
３
月
７
日
豸
（
雨
天
決
行
）、
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ

広
場
■
G
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
、

チ
ワ
ワ
、
キ
ャ
バ
リ
ア
等
、
15
頭
の

犬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ゲ
ー
ム
大
会

や
小
縁
日
な
ど
も
あ
り
ま
す
■
H
無

料
■
B
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

蕁
９
８
５
＝
１
１
３
１

乕
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

医
育
・
食
育
・
か
し
こ
い
暮
ら
し

A
３
月
27
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
開

演
■
D
中
央
市
民
会
館
劇
場
■
G
①

「
軾
ピ
ロ
リ
輅
ご
用
心
！
」。
講
師
は

市
立
病
院
副
院
長
・
津
村
秀
憲
。
②

「
今
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
…
」。
講
師

は
東
京
家
政
大
学
教
授
・
管
理
栄
養

士
の
荒
木
順
子
さ
ん
■
F
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
H
無
料
■
B
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

日
を
除
く
）
に
左
記
へ
■
H
一
般
６

７
０
０
円
、
越
谷
市
防
火
安
全
協
会

会
員
５
７
０
０
円
。
テ
キ
ス
ト
代
別

途
。
い
ず
れ
も
申
込
み
順
■
B
消
防

本
部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

乕
赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会
（
一

般
講
習
）

A
５
月
22
日
貍
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
■
D
中
央
市
民
会
館
第
13
〜
15

会
議
室
■
G
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す

い
事
故
の
予
防
と
応
急
手
当
の
知

識
・
実
技
の
講
習
。
全
日
程
出
席
し

た
方
に
は
受
講
証
を
交
付
■
F
満
15

歳
以
上
で
、
終
日
参
加
で
き
る
方
30

人
（
抽
せ
ん
）
■
H
１
０
０
０
円

（
教
材
費
、
保
険
料
）
■
E
は
が
き
に

講
習
会
場
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
４
月
22
日
貅
（
必

着
）
ま
で
に
左
記
へ
。
保
育
希
望
の

方
は
、
は
が
き
に
お
子
さ
ん
の
年
齢

と
性
別
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
■
B

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
幼
児
安

全
法
係
（
蕷
330
＝
０
０
６
２
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
３
の
２
の
23
）
蕁

０
４
８
＝
８
２
９
＝
２
６
８
１

乕
獨
協
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

春
期
・
通
年
講
座

A
春
期
は
５
月
〜
７
月
、
通
年
は
５

月
〜
12
月
■
D
獨
協
大
学
■
G
全
59

講
座
。
外
国
語
会
話
（
全
９
カ
国
語
）、

文
化
・
教
養
・
歴
史
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
資

格
試
験
受
験
対
策
■
H
有
料
（
講
座

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
■
E
事
前
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
綴
じ
込
み
の
申
込
み
は
が
き

で
３
月
23
日
貂
（
到
着
分
）
〜
31
日

貉
（
必
着
）
に
左
記
へ
。
申
込
み
順

■
B
獨
協
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
蕁
９
４
６
＝
１
６
７
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
３
＝
３
２
３
４

乕
文
教
大
学
公
開
講
座

▽
実
用
語
学
講
座
…
A
４
月
19
日
豺

〜
７
月
22
日
貅
の
週
２
回
、
午
後
６

時
〜
７
時
20
分
ま
た
は
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
50
分
。
全
25
回
■
G
英
語

（
入
門
〜
上
級
）、
中
国
語
（
初
級
・

中
級
）、
ス
ペ
イ
ン
語
■
F
20
人
（
申

参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

掲
載
基
準
書
、申
請
書
を
広
報
広
聴
課
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、15
年
度
に
団
体
登
録
を
し
て
い
て
、

16
年
度
も
継
続
し
て
登
録
を
希
望
す
る
団
体

に
つ
い
て
も
継
続
登
録
が
必
要
で
す
。

らせパック
の指とまれ～

度分の登録を
付けています。
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▼
桜
！
舞
乱
踊
ソ
ー
ラ
ン
隊

A
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
　
D
東
越
谷
小
体
育
館
■
H
月

＊
３
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日

●
科
学
工
作
体
験
「
エ
ジ
ソ
ン
電
球

を
体
験
」

A
平
日
…
午
後
３
時
30
分
か
ら
。
土

曜
・
日
曜
日
…
午
前
11
時
30
分
か
ら
、

午
後
３
時
30
分
か
ら
　
D
工
作
室
■

F
小
学
５
年
生
〜
一
般
20
人
（
申
込

み
順
）

H
無
料
　
E
開
始
10
分
前

に
直
接
会
場
へ

●
科
学
実
験
体
験
「
電
子
レ
ン
ジ
の

ひ
み
つ
」

A
平
日
…
午
後
２
時
か
ら
。
土
曜
・

日
曜
日
…
午
前
10
時
か
ら
、
午
後
２

時
か
ら
　
D
実
験
室
　
F
小
学
５
年

生
〜
一
般
20
人
（
申
込
み
順
）

H

無
料
　
E
開
始
10
分
前
に
直
接
会
場

へ＊
３
月
14
日
豸
の
午
後
２
時
か
ら
の

実
験
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん

科学技術 
体験センター 
蕷343-0851
七左町2-205-2

　961-7171
● 

南越谷小 

サンシティ 

南越谷駅 

新
越
谷
駅 

ミラクル 

大袋ギャラリーひろば

●
科
学
講
演
会
「
脳
の
老
化
を
科

学
の
メ
ス
で
切
る
〜
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
な
ぞ
に
取
り
組
む
〜
」

A
３
月
14
日
豸
、
午
後
２
時
開
演

D
多
目
的
ホ
ー
ル
　
G
理
化
学
研
究

所
・
高
島
明
彦
さ
ん
に
よ
る
講
演
■

F
小
学
５
年
生
以
上
２
０
０
人
（
先

着
順
）

H
無
料
　
E
当
日
直
接
会

場
へ

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

＊
科
学
講
演
会
を
開
催
す
る
た
め
、

３
月
14
日
豸
の
午
後
２
時
45
分
か

ら
の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん

乕
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い

■
３
月
・
４
月
の
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

〈
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

▽
３
月
３
日
〜
７
日
…
越
谷
市
工
芸

協
会
展
■
▽
３
月
10
日
〜
14
日
…
市

議
会
作
品
展
■
▽
３
月
17
日
〜
21
日

…
押
し
花
教
室
■
▽
３
月
24
日
〜
28

日
…
郷
土
研
究
会
展
■
▽
３
月
31
日

〜
４
月
４
日
…
江
戸
小
物
細
工
展
■

▽
４
月
７
日
〜
11
日
…
絵
画
展
■
▽

４
月
14
日
〜
18
日
…
押
し
花
展
■
▽

４
月
21
日
〜
25
日
…
フ
ォ
ト
８
・
８

写
真
展
■
▽
４
月
28
日
〜
５
月
２
日

…
水
彩
画
展
■
B
大
袋
商
店
街
譬
蕁

９
７
９
＝
７
７
９
５

乕
越
谷
市
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ご
覧
く
だ
さ
い

越
谷
市
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
こ
し
が
や
ii
ネ
ッ
ト
）
で
は
、
商
工

業
・
農
業
・
観
光
物
産
・
労
働
に
関

す
る
情
報
や
、
国
・
埼
玉
県
な
ど
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
・
特
産
品
情
報
や
融
資
・
補

助
制
度
の
ほ
か
、
電
車
や
バ
ス
の
時

刻
表
も
検
索
で
き
ま
す
。

「
こ
し
が
や
会
社
Ｐ
Ｒ
検
索
」
で

は
、
市
内
の
会
社
の
情
報
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
ま
だ
掲
載
し
て
い
な
い
会

社
の
方
は
今
す
ぐ
登
録
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
登
録
は
無
料
で
す
。

「
こ
し
が
や
み
ん
な
の
リ
ン
ク
」

谷
支
店
跡
）
か
ら
野
崎
ビ
ル
前
ま
で

の
区
間
■
G
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

地
場
産
野
菜
の
朝
市
、
鮮
魚
の
販
売
、

太
郎
兵
衛
も
ち
の
販
売
、
金
魚
す
く

い
、
ミ
ニ
動
物
園
、
越
ヶ
谷
小
に
よ

る
催
し
物
、
越
谷
太
鼓
社
中
の
演
奏
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ふ
わ
ふ
わ
カ

ン
ガ
ル
ー
な
ど
■
B
越
谷
市
商
工
会

蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
埼
玉
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
合
宿

A
３
月
28
日
豸
〜
30
日
貂
（
27
日
の

夜
バ
ス
で
出
発
）
■
D
鹿
沢
ス
ノ
ー

エ
リ
ア
ス
キ
ー
場
（
群
馬
県
）
■
G

28
日
は
実
技
練
習
、
29
日
・
30
日
は

大
会
に
出
場
■
F
県
内
在
住
の
小
・

中
学
生
■
H
３
万
９
０
０
０
円
■
E

事
前
に
電
話
確
認
の
う
え
、
３
月
８

日
豺
ま
で
に
左
記
へ
■
B
埼
玉
県
ス

キ
ー
連
盟
教
育
本
部
・
磯
野
蕁
03
＝

３
４
１
９
＝
３
８
８
２

乕
お
が
の
山
荘
市
民
バ
ス
ツ
ア
ー

A
４
月
16
日
貊
〜
17
日
貍
■
D
小
鹿

野
春
ま
つ
り
、
秩
父
ま
つ
り
会
館
、

合
角

か
っ
か
く

ダ
ム
、
龍
勢
会
館
な
ど
。
宿
泊

は
お
が
の
山
荘
■
F
市
内
在
住
の
方

33
人
。
過
去
に
春
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
（
グ

ル
ー
プ
の
場
合
は
６
人
ま
で
）
■
H

大
人
（
中
学
生
以
上
）
８
５
０
０

円
・
子
ど
も
（
３
歳
〜
小
学
生
）
６

５
０
０
円
■
E
３
月
12
日
貊
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
返

蕁
９
６
４
＝
０
３
２
１
（
月
曜
日
休

所
）

学
ぶ
（
凸
版
３
Ｌ
）

乕
傷
病
野
鳥
保
護
講
習
会

A
３
月
18
日
貅
、
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
30
分
■
D
中
央
市
民
会
館
４
階

Ａ
・
Ｂ
会
議
室
■
G
傷
病
野
鳥
を
保

護
し
た
と
き
の
応
急
処
置
、
放
鳥
ま

で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
。
講
師
は

荒
川
動
物
病
院
院
長
の
荒
川
平
治
さ

ん
■
F
30
人
（
申
込
み
順
）
■
H
無

料
■
E
B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝

９
１
８
３

乕
応
急
手
当
講
習
会
（
普
通
救
命
）

A
４
月
２
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
■
D
消
防
本
庁
舎
（
公
共

の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
G
心
肺
そ
せ
い
法
ほ
か
■
F
市
内

在
住
・
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方
30
人

(

申
込
み
順
）
■
H
無
料
■
E
３
月
25

日
貅
ま
で
に
左
記
へ
■
B
消
防
署
蕁

９
７
４
＝
０
１
３
６

乕
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
・
乙
種
第
４
類

A
D
E
▽
４
月
20
日
貂
・
21
日
貉
…

熊
谷
市
立
勤
労
会
館
。
３
月
23
日
貂

〜
４
月
13
日
貂
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
消
防
本
部
へ
■
▽
４
月
24

日
貍
・
25
日
豸
…
埼
玉
県
県
民
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
町
）。
３
月
22

日
豺
〜
４
月
13
日
貂
（
土
曜
・
日
曜

込
み
順
）
■
H
２
万
５
０
０
０
円
■

E
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求
の
う
え
、

４
月
12
日
豺
ま
で
に
文
教
大
学
へ
■

▽
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
…

A
４
月
13
日
貂
〜
７
月
９
日
貊
の
火

曜
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
。
全
24
回
■
F
３
ク
ラ
ス
各
15
人

（
申
込
み
順
）
■
H
２
万
４
０
０
０
円

■
E
４
月
１
日
貅
ま
で
に
電
話
で
左

記
へ
■
B
文
教
大
学
就
職
課
ラ
イ
セ

ン
ス
（
蕷
343
＝
８
５
１
１
南
荻
島
３

３
３
７
）
蕁
９
７
４
＝
８
８
１
１

乕
埼
玉
県
立
大
学
一
般
公
開
講
座

▽
①
太
極
拳
入
門
…
A
４
月
７
日
、

14
日
、
21
日
、
28
日
、
５
月
12
日
の

各
水
曜
日
、
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
。

全
５
回
■
G
初
心
者
向
け
の
講
習
■

F
20
人
（
抽
せ
ん
）
■
H
２
０
０
０
円

▽
②
い
き
い
き
の
び
の
び
21
セ
ミ
ナ

ー
〜
介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業
報
告
会

兼
介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
…
A
４
月
３

日
貍
、
午
後
１
時
〜
５
時
■
G
講
演

「
介
護
予
防
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
体
操
と
実

技
■
F
５
０
０
人
（
抽
せ
ん
）
■
H

無
料
■
E
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
①
は
３
月
23
日
貂
、
②
は

22
日
豺
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に

左
記
へ
■
B
埼
玉
県
立
大
学
（
蕷

343
＝
８
５
４
０
三
野
宮
８
２
０
）
蕁

９
７
３
＝
４
１
１
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
７

３
＝
４
３
６
２

至せんげん台駅 

大袋駅大袋駅 

至北越谷駅 

スーパー 
大袋駅 

〈交通〉 
・大袋駅下車徒歩２分 

大袋ギャラリーひろば 
（袋山1435―16） 

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

A
４
月
11
日
豸
、
午
後
１
時
試
合

開
始
　
D
越
谷
市
民
球
場
　
H
特

別
席
…
前
売
り
１
２
０
０
円
、
当

日
１
７
０
０
円
。
内
野
席
…
前
売

り
９
０
０
円
、
当
日
１
４
０
０
円
。

外
野
席
５
０
０
円
（
当
日
の
み
）。

入
場
券
は
越
谷
市
民
球
場
、
中
央

市
民
会
館
、
総
合
体
育
館
ほ
か
で

発
売
中

＊
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
の

交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
越
谷
駅
東
口
〜
総
合
公
園

の
臨
時
バ
ス
が
あ
り
ま
す

B
越
谷
市
民
球
場
蕁
９
６
２
＝
８

９
８
９
、
東
武
よ
み
う
り
新
聞
社

蕁
９
８
７
＝
０
６
１
１

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

巨
人
　
対

ヤ
ク
ル
ト

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

A
３
月
28
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
　
D
香
取
神
社
（
大
沢
３

丁
目
）

H
出
店
は
１
区
画
１
０

０
０
円
■
E
出
店
す
る
方
は
前
日

ま
で
に
香
取
神
社
へ
。
大
沢
３
丁

目
商
店
会
主
催
■
B
香
取
神
社
蕁

９
７
５
＝
７
８
２
４

▼
３
歳
児
親
子
の
輪
を
広
げ
よ
う

A
４
月
９
日
〜
17
年
２
月
25
日
の

毎
週
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
　
D
文
教
大
学
図
書
館

■
G
親
子
で
楽
し
む
集
団
遊
び
、

親
子
の
話
し
合
い
な
ど
■
F
平
成

12
年
４
月
〜
13
年
３
月
生
ま
れ
の

幼
児
と
保
護
者
12
組
　
H
１
カ
月

３
０
０
０
円
■
E
３
月
19
日
貊
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
親
子
）
・
電
話
番
号
・
幼
児
の
生
年

月
日
・
家
族
構
成
を
記
入
し
左
記

へ
　
B
文
教
大
学
幼
児
集
団
研
究

会
（
蕷
343
＝
８
５
１
１
南
荻
島
３

３
３
７
）
蕁
９
７
４
＝
８
８
１
１

▼
越
谷
市
華
道
協
会
展
（
15
流
派
）

A
３
月
６
日
貍
、
７
日
豸
、
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
　
D
サ
ン
シ
テ

ィ
・
ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ
ー
ル
　
H
無

料
。
市
教
育
委
員
会
後
援
■
B
高

橋
蕁
９
７
６
＝
４
２
７
２

▼
千
間
台
中
吹
奏
楽
部
・
第
13
回

定
期
演
奏
会

A
３
月
21
日
豸
、
午
後
１
時
30
分

開
演
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
・
大
ホ
ー

ル
■
G
曲
目
は
、「
指
輪
物
語
」

「
リ
バ
ー
ダ
ン
ス
」
ほ
か
　
H
無
料

■
B
千
間
台
中
吹
奏
楽
部
蕁
９
７

７
＝
８
７
７
８

▼
一
日
プ
レ
ー
パ
ー
ク

A
３
月
28
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
D
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
第
１
工
場
（
増
林
）
の
隣
の
駐
車

場
■
G
子
ど
も
た
ち
が
、
自
己
責

任
で
自
由
に
遊
ぶ
遊
び
場
。
市
教

育
委
員
会
後
援
■
H
無
料
■
B
越

谷
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
つ
く
る
会

蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
４
＝
４
４
７
１

▼
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所
講
演

会
「
人
と
う
ま
く
つ
き
あ
う

｜
話
し
上
手
・
き
き
上
手
｜
」

A
３
月
27
日
貍
、
午
後
２
時
〜
４

時
　
D
順
天
堂
越
谷
病
院
（
袋
山
）

■
G
講
師
は
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
岩
舩
展
子
さ
ん
　
H
無
料

■
E
当
日
、
直
接
会
場
へ
　
B
譛

順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所
蕁
９
７

８
＝
８
５
９
５

に
つ
い
て
も
継
続
登
録
が
必
要
で
す

B
広
報
広
聴
課
広
報
担
当
蕁
９
６
３
＝
９
１

１
７

お知ら
～この

16年度
受け付

A実施日は下表のとおり　F市内在
住の20人以上の団体（バスは40人乗り
です） Eはがきに希望日（第３希望
まで）・団体名・代表者の郵便番号・
住所・氏名・電話番号を記入し、３月
31日貉（消印有効）までに広報広聴課
へ。申込みは各団体１通のみ。実施日
１日につき１団体。希望日が重なった
場合は実施日ごとに抽せん（上位希望
を優先）。結果は４月15日ごろ各団体
にお知らせします。
B広報広聴課蕁９６３―９１１７

平成平成1616年度・市政移動教室年度・市政移動教室 
団体受け付けを行います団体受け付けを行います 
平成16年度・市政移動教室 
団体受け付けを行います 

平成16年度・市政移動教室 
団体受け付けを行います 

実　施　日 
７日貊・11日貂 
16日貉・24日貅・25日貊 
1日貅・６日貂・８日貅・16日貊 
３日貊・24日貊・28日貂 
７日貅 
５日貊・26日貊 
２日貅・７日貂・９日貅 
８日貂・22日貂 
８日貂・10日貅 

月 
５ 
６ 
７ 
９ 
10 
11 
12 
２ 
３ 
＊５月～7月は宮内庁埼玉鴨場を見学できます 

市政移動教室（団体）実施日 
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保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

対
象
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、費
用
は
無
料
、問

合
せ
・
申
込
み
は
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ（
申
込
み
順
）。な
る
べ
く
公

共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３月７日 

３月14日 

３月28日 

４月４日 

３月21日 

休日当番医 

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 

蜴埼友クリニック蕁962-6111 
　赤山町２-２３５-１／内 
蜴しらこばと子供クリニック 
　蕁976-6787 
　千間台西１-９-１７／小・ア 
蜷岡野歯科医院蕁989-8777 
　相模町２-１５７-１／歯・小歯 
 
 
蜴田中医院蕁975-0349 
　袋山９７４-２／内・小 
蜴産婦人科峯クリニック 
　蕁974-0051 
　弥栄町４-１-１３７／産・婦 
蜷かみむら歯科医院 
　蕁988-1182 
　相模町２-２２６-４／歯・小歯 
 
 
蜴新越谷クリニック 
　蕁962-0066 
　弥生町１４-２２／内 
蜴しもかわクリニック 
　蕁970-7770 
　袋山２０４８-１／内・神内・呼
　・消・循・小・皮・リハ 
蜷井上歯科医院蕁986-1632 
　大成町２-３２-１／歯 
 
 
蜴中島医院蕁977-1221 
　袋山１３６０-１／内・胃・外 
蜴徳丸耳鼻咽喉科医院 
　蕁986-1394 
　蒲生旭町１３-１／耳 
蜷藤井歯科医院蕁985-2567 
　大成町７-２７４-４／歯・小歯・
　矯歯 
 
 
蜴関医院蕁975-2707 
　弥十郎９５／内・消・外 
蜴山岸外科医院蕁977-6267 
　千間台西３-１-４／外・整・胃
　・肛 
蜷吉武歯科医院蕁985-7380 
　南越谷４-１３-３／歯 
 
 
蜴小泉クリニック蕁969-0678 
　中町１０-２２／内・小・ア 
蜴せんげん台西口耳鼻科 
　蕁978-0001 
　千間台西１-１０-９／耳 
蜷あまり歯科医院蕁989-1022 
　南越谷１-１３-１０／歯・小歯・
　矯歯 

３月20日 

教
室
・
講
座

●
幼
児
保
健
教
室
〜
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ

ズ
ス
ク
ー
ル
〜

A
G
▽
３
月
８
日
豺
…
親
子
で
遊
ぼ

う
　
▽
15
日
豺
…
食
生
活
と
歯
。
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
F

２
歳
児
と
保
護
者
25
組

●
や
っ
て
み
よ
う
！
女
性
の
た
め
の

骨
盤
底
筋
群
体
操

A
３
月
19
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
D
中
央
市
民
会
館
第

２
・
３
会
議
室
　
G
講
話
と
実
技

「
女
性
の
健
康
と
骨
盤
底
筋
群
体
操

（
尿
失
禁
の
予
防
と
ケ
ア
）」。
講
師
は

コ
ン
チ
ネ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
所
属
の
梶

原
敦
子
さ
ん
　
F
市
内
在
住
の
女
性

相
談

●
乳
幼
児
育
児
相
談

D
A
F

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
…
３
月

３
日
貉
・
10
日
貉
・
17
日
貉
・
４
月

７
日
貉
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
20
組
）

▽
蒲
生
公
民
館
…
17
日
貉
、

午
前
９
時
〜
11
時
（
10
組
）

▽
桜

井
公
民
館
…
25
日
貅
、
午
前
９
時
〜

お
知
ら
せ

●
お
済
み
で
す
か
？
予
防
接
種

３
月
１
日
豺
〜
７
日
豸
は
、
子
ど

も
予
防
接
種
週
間
で
す
。
就
学
前
に

受
け
て
お
く
予
防
接
種
は
、
ポ
リ

オ
・
三
種
混
合
・
麻
し
ん
・
風
し

ん
・
日
本
脳
炎
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
で
す
。
入
園
・
入
学
前

に
母
子
手
帳
で
確
認
し
、
忘
れ
ず
に

お
受
け
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
は
な
る
べ
く
生
後
15
カ
月

ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
３

月
６
日
貍
、
７
日
豸
に
予
防
接
種
を

行
う
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
サ
ン
シ
テ
ィ
献
血
ル
ー
ム
（
蕁
０

１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
）
で
は
、

毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
は
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

５
時
30
分
。
成
分
献
血
は
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
で
す
。

の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴３月の相談日 

9日貂・23日貂 
午後１時～３時 

蜴保健センター２階 

40
人
　
C
軽
い
体
操
が
で
き
る
服
装

■
E
３
月
８
日
豺
か
ら

11
時
（
10
組
）。
い
ず
れ
も
乳
幼
児
■

G
計
測
・
育
児
相
談
な
ど

●
成
人
個
別
栄
養
相
談

A
３
月
18
日
貅
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
　
G
生
活
習
慣
病
等
に
つ
い
て

■
F
12
人

●
歯
科
健
診
・
相
談

A
３
月
24
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
G
歯
科
健
診
・
相
談
。
治
療

は
行
い
ま
せ
ん
　
F
20
人
（
80
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

５
人
を
含
む
）

消費生活センター 
蕷343-8501
越ヶ谷4-1-1

　965-8886

● 

刑事事件と刑事裁判 
弁護士の関昌央さん 

平成１６年度こしがや市民法律教室 
開催日程表（４月～７月実施分） 

＊会場はいずれも中央市民会館 
＊開催時間はいずれも１４：００～１６：００ 
＊年間スケジュールは市のホームページに 
　掲載しています 

開催日時 内容および講師 

４／１０ 
（土） 

相続・遺言の 
基礎的知識 
弁護士の小林隴一さん 

５／８ 
（土） 

子どもと法律 
弁護士の池永知樹さん 

６／１２ 
（土） 

７／１０ 
（土） 

不動産賃貸をめぐる 
トラブル 
弁護士の石井久雄さん 

●
平
成
１５
年
度
こ
し
が
や
市
民
法
律

教
室
（
３
月
実
施
分
）
受
講
者
の

追
加
募
集

A
３
月
13
日
貍
、
午
後
２
時
〜
４
時

■
D
中
央
市
民
会
館
第
17
・
18
会
議

室
　
G
テ
ー
マ
は
「
刑
事
裁
判
の
仕

組
み
」。
講
師
は
弁
護
士
の
能
勢
英
樹

さ
ん
　
F
20
人
程
度
　
H
無
料
　
E

電
話
で
市
民
生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
５
６
へ

●
平
成
１６
年
度
こ
し
が
や
市
民
法
律

教
室
受
講
者
募
集

A
D
左
表
の
と
お
り
　
G
市
で
は
、

埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
と
の
共
催

で
、
日
常
生
活
の
中
で
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
、
身
近
な
法
律
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
こ
し
が
や
市
民
法
律

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
、
４

月
〜
７
月
の
実
施
分
に
つ
い
て
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
　
F
各
80
人
（
申

込
み
順
）

H
無
料
　
E
電
話
で
市

民
生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
６
へ

●
平
成
１６
年
度
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

募
集

G
月
１
回
、
食
品
表
示
に
つ
い
て
気

づ
い
た
こ
と
や
、
生
活
必
需
物
資
等

に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
平
日
に
行
う
会
議

等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
任

期
は
委
嘱
の
日
〜
18
年
３
月
31
日
■

F
16
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以

上
の
市
内
在
住
の
方
20
人
（
公
務
員

を
除
く
。
応
募
多
数
の
場
合
、
地
域

的
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
選
考
し

ま
す
）

E
封
書
ま
た
は
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡

先
・
職
業
・
応
募
の
動
機
や
食
品
表

示
に
つ
い
て
思
う
事
等
を
70
字
以
内

で
記
入
し
３
月
16
日
貂
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
市
民
生
活
課
へ
。
選
考
結
果

は
３
月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

●
越
谷
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
委
員
募
集

G
消
費
者
を
取
り
巻
く
問
題
の
研

究
・
調
査
や
消
費
者
啓
発
事
業
の
運

営
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
任
期

は
16
年
４
月
１
日
〜
18
年
３
月
31
日

■
F
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
消
費

者
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、
毎
月
第
２

木
曜
日
に
開
催
す
る
定
例
会
に
参
加

で
き
る
方
若
干
名
（
多
数
の
場
合
は

選
考
）

E
封
書
ま
た
は
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
生
年
月
日
）
・

電
話
番
号
・
応
募
の
理
由
を
70
以
内

で
記
入
し
３
月
16
日
貂
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
市
民
生
活
課
へ

●
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

A
３
月
６
日
貍
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
広

場
　
G
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
と
生

活
用
品
の
再
利
用
を
目
的
に
開
く
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
店
舗
数
は
44

●
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注
意
！

郵
便
や
電
子
メ
ー
ル
で
、
海
外
宝

く
じ
を
始
め
と
す
る
商
品
や
、
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
勧
誘

す
る
商
法
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
消
費
者
を
だ
ま
す
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

▽
相
談
事
例
…
「
完
全
無
料
」
と
あ

る
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
入
会
を
勧
誘

す
る
電
子
メ
ー
ル
が
届
い
た
　
▽
ア

ド
バ
イ
ス
…
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
勧
誘
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
完
全
無

料
と
い
っ
て
も
、
サ
イ
ト
の
最
後
の

方
に
２
万
円
前
後
の
登
録
料
を
請
求

す
る
と
書
か
れ
て
い
て
、
後
日
そ
の

請
求
が
あ
り
、
慌
て
て
脱
会
の
手
続

き
を
し
よ
う
と
し
て
も
脱
会
さ
せ
て

く
れ
な
い
、
と
い
っ
た
例
も
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
か
ら
個
人
情
報

が
流
出
し
、
そ
れ
を
利
用
し
た
業
者

が
金
儲
け
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
手

口
を
使
っ
て
い
る
一
例
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
一
度
流
出
し

た
個
人
情
報
は
誰
に
も
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
消
費
者
側
も
安
易
に
個
人
情

報
を
出
さ
な
い
な
ど
の
手
立
て
を
、

日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
話
し
合
う
な
ど

の
自
衛
が
必
要
で
し
ょ
う
。「
お
か
し

い
」
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
支
払
う

前
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
号
と
い
っ
し
ょ
に
「
平
成
16
年
度
版
保
健
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
各
種
健
康
診
査
・
予
防
接
種

日
程
や
実
施
医
療
機
関
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
１
年

間
大
切
に
保
管
し
、
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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現
在
、
12
カ
月
〜
90
カ
月
の
幼

児
に
実
施
さ
れ
て
い
る
法
律
に
よ

る
予
防
接
種
に
は
、
麻
疹

ま
し
ん

、
風
疹

ふ
う
し
ん

、

三
種
混
合
、
二
種
混
合
（
百
日
咳

既
感
染
者
に
接
種
）、
日
本
脳
炎
、

ポ
リ
オ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
予
防
法

に
よ
る
）
の
７
種
類
が
あ
り
、
接

種
を
う
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
意
で
接
種
す
る
も
の
に
は
流
行

性
耳
下
腺
炎
、
水
痘
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
老
人
を
除
く
）
そ
の
他

が
あ
り
ま
す
。
法
律
に
よ
る
予
防

接
種
は
全
て
公
費
負
担
で
父
母
の

か
た
が
た
の
金
銭
的
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
接
種
条
件
面
で
優
遇
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残

念
な
こ
と
に
予
防
接
種
率
の
低
下

に
よ
る
麻
疹
や
風
疹
の
流
行
が
最

近
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

風
疹
は
14
〜
21
日
間
の
潜
伏
期

の
後
に
発
熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ
筋

腫
脹

し
ゅ
ち
ょ
う
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
、
一

般
的
に
は
軽
症
に
経
過
す
る
疾
患

で
す
が
、
合
併
症
と
し
て
関
節
炎
、

血
小
板
減
少
性
紫
斑

し
は
ん

病
、
脳
炎
、

先
天
性
風
疹
症
候
群
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
、
岡
山
県
で
風
疹
の

流
行
が
あ
り
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

風
疹
以
上
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
低
下
と
麻
疹
の
流
行
で
す
。
麻

疹
は
、
７
〜
14
日
間
の
潜
伏
期
の

後
に
、
発
熱
、
咳
、
鼻
汁
、
結
膜

充
血
な
ど
の
症
状
で
発
症
し
、
２

〜
３
日
後
に
や
や
解
熱
し
た
後
に

再
び
高
熱
と
発
疹
が
出
現
し
、
お

よ
そ
１
週
間
の
経
過
で
軽
快
し
ま

す
。
中
耳
炎
、
喉
頭
炎
、
肺
炎
、

下
痢
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
の
ほ

か
に
頻
度
は
低
い
で
す
が
、
変
性

し
た
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
亜
急

性
硬
化
性
全
脳
炎
は
悲
惨
な
こ
と

で
有
名
で
す
。
麻
疹
は
、
日
常
の

小
児
科
診
療
の
中
で
診
る
病
気
の

中
で
は
、
最
も
感
染
力
が
強
く
、

重
篤
な
疾
患
の
１
つ
で
、
麻
疹
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が
必
要
で
す
。

388

予
防
接
種
の
お
す
す
め 

越谷市医師会 
桃木診療所 
蕁965-2040 
桃木　俊郎 

麻
疹
に
罹
患
さ
れ
た
父
母
の
か
た

に
は
「
死
ぬ
か
と
思
っ
た
」「
思
わ

ず
遺
書
を
書
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
数

年
前
に
県
内
で
流
行
が
あ
り
、
多

く
の
患
者
さ
ん
が
重
症
の
麻
疹
肺

炎
と
な
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
か
お
子
様
の
母
子
手
帳
を

も
う
一
度
お
開
き
に
な
り
、
予
防

接
種
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も

し
も
、
そ
こ
に
空
欄
を
見
つ
け
た

ら
、
お
近
く
の
小
児
科
学
会
専
門

医
に
ご
相
談
に
な
っ
て
、
今
後
の

予
防
接
種
計
画
に
つ
い
て
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
受
け
に
な
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

越
谷
市
交
通
災
害
共
済
は
、
任
意

加
入
の
制
度
で
す
。
加
入
時
に
越
谷

市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
金
は
１
人
年
間
６
０
０
円
で
す
。

皆
さ
ん
の
加
入
金
か
ら
、
交
通
事
故

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
負
傷
し
治
療
を

受
け
た
加
入
者
に
対
し
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

２
月
27
日
に
、
16
年
度
の
加
入
申

込
書
を
全
世
帯
に
送
付
し
ま
し
た
。

左
記
に
該
当
す
る
場
合
は
申
込
み
の

際
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
16
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入

学
す
る
新
入
学
児
童
と
満
65
歳
以
上

の
方
（
昭
和
14
年
４
月
１
日
以
前
に

消防署からのお知らせ
◆３月１日～７日は「春の全国火災予防運動」
「その油断　火から炎へ　災いへ」を全国統一防火標語に、今年

も春季全国火災予防運動が３月１日～７日に実施されます。３月１
日豺は、午前10時から新越谷駅で一日消防署長による火災予防の呼
びかけを行うほか、消防職員による住宅防火診断を実施します。ま
た、古くなった消火器の回収も消防署と各分署で行いますのでお持
ちください。
火災を予防するため、次のことに注意しましょう
【住宅防火「いのちを守る７つのポイント」】
★３つの習慣
漓寝タバコは絶対やめる
滷ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
澆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
★４つの対策
漓逃げ遅れを防ぐため住宅用火災警報器
を設置する

滷寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎
製品を使用する

澆火災を小さいうちに消すため住宅用消
火器などを設置する

潺お年寄りや身体の不自由な人を守るた
め隣近所の協力体制をつくる

J消防本部予防課蕁974－0103

生
ま
れ
た
方
）
の
場
合
…
加
入
申
込

書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市

が
加
入
金
を
負
担
し
一
括
管
理
し
て

い
る
た
め
、
申
込
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
舞
金
等
の
請

求
の
際
は
交
通
防
災
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
し
な
い
方
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
…
該
当
番
号
お
よ
び
削
除
区

分
に
○
印
を
記
入
し
、
人
数
・
金
額

欄
を
２
本
線
で
消
し
、
変
更
記
入
欄

に
訂
正
後
の
人
数
・
金
額
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
を
追
加
す

る
場
合
…
加
入
番
号
を
記
載
す
る
た

め
、
交
通
防
災
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
16
年
５
月
以
降
の
申
込
み
の
場
合

…
加
入
し
た
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で

の
月
数
×
50
円
を
変
更
記
入
欄
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て

負
傷
し
２
日
以
上
治
療
し
た
と
き
、

ま
た
は
そ
の
事
故
に
よ
り
１
８
０
日

以
内
に
死
亡
し
た
と
き
に
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
治
療
期
間
と
実
治

療
日
数
に
よ
り
、
１
３
０
万
円
（
１

級
）
〜
１
万
３
０
０
０
円
（
９
級
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

市
内
金
融
機
関
・
農
協
な
ど
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
自
治
会
に
よ
っ
て
、
３
月
31
日
貉
ま

で
に
申
込
み
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

B
交
通
防
災
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

５

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い 

越
谷
市
交
通
災
害
共
済

越
谷
市
交
通
災
害
共
済 
越
谷
市
交
通
災
害
共
済

越
谷
市
交
通
災
害
共
済 
越
谷
市
交
通
災
害
共
済

越
谷
市
交
通
災
害
共
済 
越
谷
市
交
通
災
害
共
済 

大道香取神社 

北越谷第二公園 

大間野光福寺 

千間台西二丁目集会所 

南荻島農協倉庫 

大沢高畑自治会館（東大沢） 

弥十郎自治会館 

増森神社社務所 

農協新方支店 

大袋公民館 

大沢公民館 

越谷保健所 

＊会場によって開始・終了時間が異なりますのでご注意ください 

平成１６年度集合狂犬病予防注射日時・会場表 
実施日時 

実施日時 

４月８日 

４月９日 

木 

金 

午前９時～１０時 
住吉新生自治会館 
（大　房） 
南団地集会所 
（南越谷） 

午前１１時～正午 

船渡香取神社 
相生橋架橋下 
（登戸町側） 南百センター（東町） 

午後２時～３時 

平方浅間神社 

４月１２日 

４月１３日 

４月１４日 

４月１５日 

４月１６日 

４月１９日 

４月２０日 

４月２１日 

４月２２日 

４月２３日 

４月２６日 

４月２７日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

午前９時３０分～１１時 

市立図書館駐車場 

西新井農協倉庫 

大相模不動尊 

大里東自治会館（下間久里） 

蒲生一丁目自治会館 

川柳公民館 

沼田第二公園（平方南町） 

下間久里香取神社 

宮本町マルサン公園 

大袋公民館 

出羽公民館 

越谷保健所 

午後１時３０分～３時 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
す
べ
て
が
対
象

で
す
。
既
に
登
録
済
の
方
に
は
申
請

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
会
場

へ
必
ず
は
が
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
規
の
場
合
は
、
犬
の
登
録
も
併
せ

て
行
い
ま
す
の
で
会
場
へ
直
接
お
い

で
く
だ
さ
い
。

・
日
時
お
よ
び
会
場
…
左
表
の
と
お

り
・
料
金
（
１
頭
当
た
り
）
…
予
防
注

射
３
３
０
０
円
、
登
録
は
３
０
０

０
円

＊
集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
費
用
等
は
動
物
病

院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

４

集
合
狂
犬
病

予
防
注
射
と
登
録

平
成
１６
年
度

集
合
狂
犬
病

予
防
注
射
と
登
録

ひ
ゃ
く
に
ち
せ
き

加
入
申
込
書
が

変
わ
り
ま
し
た

２
日
以
上
の
治
療
で

見
舞
金
を
支
給

市
内
金
融
機
関
で

申
込
み
で
き
ま
す
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●
印
の
講
座
は
■
往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
実
施
日
・
住
所
・
親
子
の

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
子
ど
も
の
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、３
月
13
日

貍（
消
印
有
効
）ま
で
に
子
育
て
サ
ロ

ン
へ
。１
人
１
講
座
の
み
で
市
内
在

住
の
方
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。結
果
は
必
ず
ご
連
絡
し
ま
す
。

申

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

●
親
子
講
座

＊
３
月
の
休
館
日
…
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
の
月
曜
日

▽
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
…
A
４
月
17
日

貍
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
も
の
を
行
い
ま
す

■
F
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
▽
乳
幼
児
の
子
育
て
を
楽
し

も
う
…
A
４
月
24
日
貍
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
■
D
子
育
て
サ
ロ

ン
■
G
乳
幼
児
の
発
達
の
特
色
・
親

子
の
か
か
わ
り
方
な
ど
楽
し
い
お
話

が
聞
け
ま
す
■
F
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
両
親
５
組

A
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
■
▽
ふ
れ
あ
い
体
操
…
A
４
月

１
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
手

遊
び
、
工
作
、
絵
本
等
■
F
６
カ
月

〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
H
50
円
■
▽
手
編
み
で
キ
ュ

ー
ト
な
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
ミ
ニ
バ

ッ
グ
作
り
…
A
４
月
８
日
貅
■
D
子

育
て
サ
ロ
ン
■
G
マ
マ
の
手
芸
講
座

■
F
０
歳
〜
４
歳
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
保
護
者
８
組
■
▽
英
語
で
遊

ぼ
う
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
■
Ｆ
ｕ
ｎ
！

…
A
４
月
15
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ

ン
■
G
歌
、
指
人
形
の
工
作
等
■
F

２
歳
〜
４
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
H
１
０
０
円
■
▽
マ
マ
と
い

っ
し
ょ
に
…
A
４
月
16
日
貊
■
D
花

田
学
童
保
育
室
■
G
体
操
、
わ
ら
べ

う
た
、
か
ん
た
ん
工
作
等
■
F
１
歳

６
カ
月
〜
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
10
組
■
C
バ
ス
タ
オ
ル
・
ハ

ン
カ
チ
各
１
枚
■
▽
親
子
で
楽
し

む
！
…
A
４
月
22
日
貅
■
D
子
育
て

サ
ロ
ン
■
G
リ
ズ
ム
体
操
、「
こ
い
の

ぼ
り
」
の
親
子
工
作
■
F
２
歳
〜
３

歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
H

50
円
■
▽
マ
マ
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
…

A
４
月
29
日
豢
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン

■
G
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
わ
ら
べ
う
た

等
■
F
６
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
８
組
■
C
バ
ス
タ
オ

ル
・
ハ
ン
カ
チ
各
１
枚
■

A
３
月
６
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
日
ご

ろ
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
の
少
な
い
パ

パ
大
集
合
！
■
F
０
歳
〜
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
E
当
日

直
接
会
場
へ

A
３
月
16
日
貂
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
出
産

を
迎
え
る
マ
マ
た
ち
の
交
流
■
F
初

産
を
控
え
た
方
10
人
■
E
当
日
直
接

会
場
へ

●
あ
か
ち
ゃ
ん
の
初
め
て
の
食
事

A
４
月
20
日
貂
、
午
前
10
時
〜
11

時
■
D
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
増
林
保
育
所
内
）
■
G
栄
養

士
に
よ
る
離
乳
食
の
作
り
方
、
進

め
方
の
指
導
■
F
０
歳
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
、
妊
娠
中
の
方
10
組

■
E
４
月
10
日
貍
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
親

子
の
名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
お
子

さ
ん
の
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
左
記
へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
。
結
果
は
ご
連
絡
し
ま
す

■
B
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕷
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
８
の

１
８
０
増
林
保
育
所
内
）
蕁
９
６

０
＝
５
８
０
０

タバコには、ニコチン、タールおよ
び一酸化炭素などの有害物質が含まれ、
成長期にある青少年の発育に有害なば
かりか、喫煙開始年齢が若ければ若い
ほど肺がんになる可能性も高くなるこ
とが明らかになっています。
「大人が吸っているから」とか「タ

バコぐらい吸えないようでは一人前で
はない」などの誤った考えは改めさせ
るなど、青少年の健康に有害なタバコ
を「持たせない、買わせない、吸わせ
ない」運動を、市民総ぐるみで積極的
に推進していきましょう。
B青少年センター蕁９６４－０２７２

A
３
月
14
日
豸
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ
・

小
ホ
ー
ル
ほ
か
■
H
無
料
■
G
①
漫

画
家
の
石
坂
啓
さ
ん
に
よ
る
講
演
。

越
谷
市
の
子
育
て
支
援
団
体
の
紹
介
。

厚
生
労
働
省
少
子
化
対
策
室
職
員
に

よ
る
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
動

向
」
に
つ
い
て
の
発
表
（
午
前
10
時

〜
正
午
）
■
E
事
前
に
児
童
福
祉
課

へ
■
②
子
育
て
夢
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ

ー
ト
。出
演
は
、し
ば
た
歩
実
さ
ん
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）
■

F
親
子
５
０
０
人
■
E
当
日
直
接
会

場
へ
■
③
ゲ
ー
ム
・
工
作
等
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
（
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
）
■
F
親
子
（
お
子
さ
ん
は
小
学

生
以
下
）
■
E
当
日
直
接
会
場
へ
。

折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
、
歯
の
健
康
コ
ー

ナ
ー
、
子
育
て
サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
子
育
て
支
援
団
体

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
ま
す

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

５

「
み
ん
な
で
育
て
る
未
来
の
子
」

地
域
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
大
会
in
こ
し
が
や

里
親
は
、
病
気
や
家
庭
の
事
情

な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
親
が
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
、
一
時

的
ま
た
は
継
続
的
に
子
ど
も
を
預

か
り
、
育
て
る
方
で
す
。
近
年
、

親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
は
、
暖
か
い
環
境
の
中
で
過
ご

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在
、
里

親
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

＊
里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資

格
は
不
要
で
す
が
面
接
や
審
査

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
６
、
越
谷
児
童
相
談
所
蕁
９
７

５
＝
７
５
０
７

桜
並
木
撮
影
会

A
D
４
月
３
日
貍
。
①
鐚
西
用
水

沿
い
桜
並
木
（
草
加
駅
東
口
か
ら

稲
荷
５
丁
目
行
き
バ
ス
で
「
稲
荷

５
丁
目
」
下
車
）
…
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
②
そ
う
か
公
園
（
松

原
団
地
駅
東
口
か
ら
勤
労
福
祉
会

館
行
き
バ
ス
で
「
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
下
車
）
…
午
後
１
時
〜
２
時

30
分
。
詳
し
く
は
左
記
へ
■
B
草

加
市
観
光
協
会
事
務
局
（
草
加
市

産
業
振
興
課
内
）
蕁
９
２
２
＝
０

１
５
１

コ
ム
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
企
画
　
演
劇
の

魅
力
た
っ
ぷ
り
！
ふ
た
り
芝
居

と
朗
読
劇

A
３
月
14
日
豸
、
午
後
１
時
30
分

開
演
■
D
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
■

G
別
役
実
作
「
ト
イ
レ
は
こ
ち
ら
」、

宮
沢
賢
治
作
「
注
文
の
多
い
料
理

店
」。出
演
は
劇
団
サ
テ
ュ
ロ
ス
。協

力
は
ア
ク
ト
ハ
ウ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ

■
F
１
５
０
人
■
H
無
料
■
B
八

潮
メ
セ
ナ
蕁
９
９
８
＝
２
５
０
０

鷹
野
ミ
ニ
文
化
祭

A
３
月
13
日
貍
・
14
日
豸
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
14
日
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）
■
D
鷹

野
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
駅
南
口

か
ら
金
町
駅
行
き
バ
ス
で
「
八
木

郷
橋
」
下
車
徒
歩
４
分
）
■
G
13

日
…
梅
干
し
種
飛
ば
し
国
際
大
会
、

ダ
ン
ス
パ
テ
ィ
ー
ほ
か
。
14
日
…

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
芸
能
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
公
演
ほ
か
。
展
示
の

部
も
あ
り
ま
す
■
H
無
料
■
B
鷹

野
文
化
セ
ン
タ
ー
蕁
９
５
６
＝
９

０
１
０

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

４
「
き
っ
と
で
き
る
よ
私
に
も

〜
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
に
挑

戦
〜
」

A
３
月
13
日
貍
、
午
後
１
時
40
分

〜
４
時
45
分
■
D
吉
川
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
吉
川
駅
北

口
か
ら
吉
川
き
よ
み
の
行
き
バ
ス

で
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し

す
前
」、
ま
た
は
お
あ
し
す
行
き
バ

ス
で
終
点
下
車
）
■
G
基
調
講
演
、

環
境
団
体
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
小
学

生
に
よ
る
環
境
学
習
の
発
表
、
環

境
ク
イ
ズ
■
B
吉
川
市
環
境
課
蕁

９
８
２
＝
９
６
８
３

「
走
れ
！
ケ
ッ
タ
マ
シ
ン
〜

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
狂
騒
曲
〜
」

映
画
上
映
会
〜
親
が
子
に
伝
え

る
も
の
は
、
人
生
は
楽
し
い
と

い
う
こ
と

A
３
月
６
日
貍
。
①
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
②
４
時
30
分
か
ら
■
D

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越

谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ

ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）

■
G
出
演
は
上
條
恒
彦
、
美
保
純
、

新
山
千
春
ほ
か
■
H
５
０
０
円

（
全
席
自
由
）
■
B
譛
松
伏
町
ふ

る
さ
と
文
化
財
団
蕁
９
９
２
＝
１

０
０
１

●
子
育
て
講
座

◎
父
親
サ
ロ
ン

◎
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の

子
育
て
講
座

20歳未満の人が 
タバコを吸うことは 

法律で禁止されています 

20歳未満の人が 
タバコを吸うことは 
法律で禁止されています 

ご
存
知
で
す
か

里
親
制
度
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I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せI…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

CHILD CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

校 学 学 校 

じまん じまん 

ロボットコンテストの様子 

学校紹介 

１年 

鈴木　里奈さん 

宮本小学校 

６年 

松野　花織さん 

３年 

辻　正尭さん 

修学旅行のモデルコースづくり（千間台中） 

こども 
ニュース 

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課広報担当 
蕁963-9117

す こ や か さ ん  
 

▲石原みぶきちゃん 

（Ｈ14.5.17 向畑） 

 

▲村田瞳奈ちゃん 

（Ｈ14.10.11 蒲生） 

む ら た  ひ な  
 

▲渥美彩華ちゃん 

（Ｈ13.11.12 川柳町） 

あ つ み  さ い か  いしはら 
 

▲宿輪穂菜美ちゃん、晴稀ちゃん、海稀ちゃん 

（Ｈ8.11.21、Ｈ14.9.4、Ｈ10.8.29 伊原） 

しゅくわ ほ な み  は る き  み ず き  

26　光陽中 

・生徒のあいさつ 

・ロボットコンテスト 

まさたか 

かおり 

り な  

「おじさんのだるまづくり」 
辻　正尭 

 

▲立澤杏実ちゃん 

（Ｈ14.8.16 蒲生） 

たつざわ あ み  

ま
さ
と
し 

　
光
陽
中
の
自
慢
は
、
生
徒
の
あ
い
さ
つ

で
す
。
生
徒
は
誰
も
が
あ
い
さ
つ
を
よ
く

し
ま
す
。
他
校
か
ら
い
ら
し
た
先
生
方
も

「
こ
の
学
校
の
生
徒
は
元
気
が
い
い
ね
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
は
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
大
会
が
近
づ
く
と
放
課
後
遅
く
ま
で

練
習
し
ま
す
。
二
年
連
続
で
全
国
大
会
で

優
勝
し
、
今
年
も
全
国
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。 

　
ほ
か
に
も
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
体
育
祭
、

部
活
動
や
普
段
の
生
活
態
度
な
ど
、
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
何
事
に
も
一

生
懸
命
な
光
陽
中
を
私
は
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

＊
次
回
は
北
越
谷
小
で
す 

 

▲
紹
介
し
て
く
れ
た
３
年
生
の
中
澤
成
俊
さ
ん 

応募のしかた 

　３月15日（消印有効）までに

はがきに答え・住所・氏名（ふ

りがな）・性別・学校名・学年・

広報を読んだ感想などを書いて、

蕷343-8501越谷市役所「広報

こしがやこどもクイズ」係まで。

正解者の中から10人（抽せん）

のお友達に記念品をおくります。

当せん者の発表は、記念品の発

送をもってかえさせていただき

ます。 

応募できる人 

市内に住んでいる小・中学生 

 

 ２月号（379回）のこたえ  

①（応募12通　正解12通） 

第380回もんだい 

３月は、卒業式の
シーズンだよね。

さて、この３月に市内の小・
中学校を卒業する人の合計は、
だいたいどれくらいかな。 
番号で答えてね。 

「
い
ち
ご
」
の
本
を
よ
ん
で 

す
ず
木
り
な 

　
わ
た
し
が
こ
の
本
を
よ
ん
で
い

ち
ば
ん
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
い

ち
ご
を
た
べ
た
と
き
に
ぷ
ち
ぷ
ち

し
た
と
こ
ろ
は
、
た
ね
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
一
こ
の
い
ち
ご
に
、
ぷ

ち
ぷ
ち
は
二
百
六
十
二
こ
も
つ
い

て
い
る
と
か
い
て
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
た
の
で
、

お
か
あ
さ
ん
に
も
お
し
え
て
あ
げ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
パ
ン
を

た
べ
る
と
き
、
ジ
ャ
ム
の
ぷ
ち
ぷ

ち
と
い
う
音
を
口
の
中
で
さ
せ
な

が
ら
た
べ
て
い
ま
す
。 

　
先
生
に
も
、
い
ち
ご
の
た
ね
の

は
な
し
を
す
る
と
、
先
生
は
、
手

づ
く
り
の
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を
い
え

か
ら
も
っ
て
き
て
、
み
ん
な
に
た

べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
の

い
え
に
は
、
ひ
ろ
い
い
ち
ご
ば
た

け
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
は
、

一
か
ぶ
の
い
ち
ご
の
な
え
か
ら
、

い
ち
ご
が
ひ
ろ
が
っ
て
で
き
た
は

た
け
だ
そ
う
で
す
。
い
ち
ご
は
、

た
ね
を
ま
い
て
も
よ
く
そ
だ
た
な

い
の
で
、
つ
る
が
の
び
て
で
き
た

子
ど
も
の
か
ぶ
を
と
っ
て
そ
だ
て

る
と
、
本
に
か
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
も
、
う
ち
の
プ
ラ
ン
タ

ー
の
い
ち
ご
の
子
ど
も
を
、
こ
ん

ど
お
に
わ
に
う
え
て
、
た
く
さ
ん

み
が
な
っ
た
ら
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を

つ
く
り
た
い
で
す
。 

 

＊
次
回
は
大
袋
中
で
す 

桜
井
南
小
・
千
間
台
中
で 

研
究
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

　
こ
の
ほ
ど
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
研
究
発
表
会
が
桜
井
南
小
と

千
間
台
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
文
部
科
学
省
の
「
次
世
代

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
未
来
型
教
育
研

究
開
発
校
」
に
指
定
さ
れ
た
両
校

の
、
学
習
成
果
を
発
表
す
る
た
め

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
桜
井
南
小
で
は
、
１
年

生
は
「
む
か
し
か
ら
の
あ

そ
び
」、
５
年
生
は
「
自

分
か
ら
始
め
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
千
間

台
中
の
２
年
生
の
学
級
活

動
で
は
、
修
学
旅
行
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
づ
く
り
が
行

わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
を
活
用
し
て
、
見
学

コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。 

① 約600人 

② 約6000人 

③ 約60000人 



古紙配合率70％、白色度70％の 
再生紙を使用しています 

タウンビート 

大豆油インクを使用しています 
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各種相談 *相談はすべて無料です 

市民 
 
 
 
 
法律 
 
 
 
 
交通事故 
 
 
 
交通事故 
 
 
 
 
行政 
 
 
 
行政書士 
 
 
 
 
登記 
 
 
 
不動産 
 
 
 
 
税務 
 
 
 
税務 
 
 
 
税務 
 
 
 
 
消費生活 
 
 
 
 
女性 
 
 
 
 
 
人権 
 
 
人権 
 
 
内職 
 
 
 
 
労働 
 
 
 
ワークプラザこしがや 
 
 
 
 
 
 
経営 
 
 
 
金融 
 
 
 
教育 
 
 
 
 
家庭児童 

79,615円 77,062円 79,748円 78,833円 81,809円 

163,916円 166,994円 
178,718円 

189,199円 187,397円 

国
民
健
康
保
険
税（
医
療
分
・
介
護
分
）の
 

課
税
額
を
改
定
し
ま
す
 

国
民
健
康
保
険
税（
医
療
分
・
介
護
分
）の
 

課
税
額
を
改
定
し
ま
す
 

月曜～金曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。中央市
民会館４階第1相談室。日常生活全般における相続、債権、債務、離婚、
賠償等法律上の問題を含んだ民事関係や市政に関することについて。問
合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎週水曜日。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階相談室。毎週
火曜日、午後１時から市民生活課で予約受け付け（電話のみ）。定員８
人。法律上の諸問題について弁護士が応じます（交通事故を除く）。問合
せ／市民生活課蕁963-9156 

 
（弁護士）毎月第３火曜日。午後１時20分～４時20分。中央市民
会館４階相談室。当日、午前９時から市民生活課で予約受け付け

（電話のみ）。定員８人。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎週月曜、木曜日、第1･3火曜日。午前9時～午後4時30分（正午～
午後１時を除く）。中央市民会館4階第1相談室。交通事故による補

償問題、手続きなどについて。相談の際は、事前に市民生活課へご連絡くだ
さい。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月第２金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中央市
民会館４階相談室。行政上の諸問題について。問合せ／市民生活課蕁
963-9156 

 
毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階相談室。電話不可。相続、遺言、遺産分割協議書､

内容証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、金
銭貸借等について。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館４階相談室。登記、供
託、分筆、表示など法務局、裁判所に提出する書類について司法書士と
土地家屋調査士が応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月20日（3月は19日）。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除
く）。埼玉県宅建協会越谷支部（市役所駐車場横）。不動産に関する
ことについて弁護士と相談員が応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷
支部蕁964-7611 
 
毎月第1月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）。中央市民会
館4階相談室。税金関係全般について関東信越税理士会越谷支部の税理士
が応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月第２火曜日（3月は休み）。午前10時～午後３時（正午～午後１時
を除く）。中央市民会館４階相談室。贈与、譲渡、相続等の国税につい
て。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
（関東信越税理士会越谷支部）毎週月曜･木曜日。午後１時～４時。越谷
税理士会税務指導所（赤山町3－3－4草島商店３階、越谷税務署前）。
税金関係全般について関東信越税理士会越谷支部の税理士が応じます。
問合せ／関東信越税理士会越谷支部蕁962-6131 
 

月曜～金曜日。午前９時30分～午後３時30分（正午～午後１時を
除く）。中央市民会館４階消費生活センター。商品やサービスの

疑問や不審、訪問販売のトラブルなどについて。問合せ／消費生活セン
ター蕁965-8886 
 
生き方相談…毎週火曜日。午後1時～4時／パートナーカウンセリング…
毎週土曜日（3月20日（祝）を除く）。午前10時～正午／健康相談…毎週水曜
日。午後１時～７時／DV（配偶者等からの暴力）相談…毎日（月曜日・3月20
日（祝）を除く）。午前9時～午後5時。いずれも電話相談（面接は予約制）。問
合せ／男女共同参画支援センター蕁970-7411 
 
毎月第3木曜日。午前10時～午後3時。中央市民会館5階第7会議室。人間
関係や人権問題について。問合せ／人権推進課蕁963-9119 
 
毎週月曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。さいたま地方法務局越谷
支局。問合せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 
 
毎週火曜・木曜日（祝日を除く）。午前10時～午後３時30分（受け付け
は午前10時～正午、午後１時～３時）。中央市民会館４階相談室。内職
の相談、あっせん、求人の相談について。問合せ／産業振興課労政係蕁
964-2111 
 
（社会保険労務士）毎週金曜日（祝日を除く）。午後１時～４時。中央
市民会館４階相談室。賃金、労災、雇用、厚生年金などについて。問合
せ／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

ハローワーク草加の出先機関です。月曜～金曜日（祝
日を除く）。求人情報自己検索…午前９時～午後４

時45分（昼休み利用可）。紹介受付…午前９時～11時、午後１時～４時。
一般の方・パートの方・年齢の高い方への職業相談と紹介。パート求人
受理。２階は雇用保険受給者への早期就職支援センター。問合せ／ワー
クプラザこしがや蕁967-8609 
 
（中小企業診断士）3月3日（水）、17日（水）、4月7日（水）、21日（水）。午前
10時～午後４時。中央市民会館４階相談室。事業経営上の問題や経営相
談について（電話可）。問合せ／商業観光課商業係蕁963-9191 
 
３月10日（水）、４月14日（水）。午後１時～４時。中央市民会館４階相談
室。中小企業者のための金融に関する相談について。問合せ／商業観光
課蕁963-9191 
 
月曜～土曜日（祝日を除く）。午前９時30分～午後５時（電話相談は午後
９時まで）。越谷市教育相談所（東越谷３－10－７）。いじめ、不登校、
非行、発達相談等。対象は幼児～高校生。申込み・問合せ／越谷市教育
相談所蕁966-6833 
 

月曜～金曜日（祝日を除く）。午前９時～午後４時。中央市民会館
４階相談室（電話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家

族関係など18歳までの相談を行います。問合せ／児童福祉課児童福祉担
当蕁964-2111

市 の 人 口  
平成16年２月１日現在 

人口 

世帯 

31万6363人 

12万2160世帯 

（前月比163人増） 

（前月比136世帯増） 

男 

女 

15万8961人 

15万7402人 

（前月比90人増） 

（前月比73人増） 

6：00～６：30、12：00～12：30 
16：00～16：30、19：00～19：30 
21：00～21：30

〈放送日〉 
■テレビ埼玉 
3月21日豸  ９：30～10：00
3月22日豺 11：00～11：30

■テプコケーブルテレビ 

3月21日豸～27日貍 

テレビ広報番組 

ご意見、ご感想を 
お寄せください。 

〈３月放送分の主な内容〉 
・市民課窓口の開庁時間 
　の延長 

・ごみの減量・資源化 

・大吉第2自治会たけのこ 
　子ども会ソーラン隊 
　（新方地区） 

日
ご
ろ
の
学

習
成
果
発
表 

１
１
５
９
点

力
作
を
展
示 

小
中
学
校
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
展
 

順
正
苑
の 

お
年
寄
り
が 

心
も
体
も 

ほ
っ
か
ほ
か 

温
か
ラ
ー
メ
ン
に
舌
鼓
 

　
２
月
18
日
、
埼
玉
県
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合
越
谷
支

部
（
飯
山
正
男
組
合
長
、
加
盟

30
店
）
の
組
合
員
10
人
が
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
順
正
苑
」
を

訪
れ
、
お
年
寄
り
た
ち
に
出
来

た
て
の
ラ
ー
メ
ン
を
ふ
る
ま
い

ま
し
た
。
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら

れ
た
こ
の
慰
問
は
、
30
年
以
上

も
続
く
恒
例
行
事
。
 

　
プ
ロ
が
作
っ
た
自
慢

の
ラ
ー
メ
ン
が
並
べ
ら

れ
る
と
、
お
年
寄
り
た

ち
は
「
毎
年
作
り
た
て

の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

の
が
楽
し
み
。
と
て
も

お
い
し
い
」
と
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
食

事
の
後
に
は
民
謡
や
歌

謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、

お
年
寄
り
た
ち
は
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
 

おまちどうさま、さあどうぞ 

たくさんの力作が並びました 

中
央
市
民 

会
館
劇
場
で 

元
巨
人
軍
の

高
田
繁
さ
ん 

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
 

　
２
月
15
日
、
中
央
市
民
会
館

劇
場
で
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
元
読
売

巨
人
軍
の
高
田
繁
さ
ん
と
あ
っ

て
、
会
場
は
３
０
０
人
を
超
え

る
観
客
で
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

「
限
り
な
き
挑
戦
〜
本
物
の
プ

ロ
と
は
〜
」
と
題
し
、
こ
れ
ま

で
の
野
球
の
経
験
を
交
え
な
が

ら
講
演
が
行
わ
れ
、
「
プ
ロ
は

結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
ス
ラ
ン
プ
を
抜
け
出
し
た

と
き
、
必
死
に
な
れ
ば
必
ず
で

き
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
が
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
」
な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

身ぶり、手ぶりを交えながら話す高田さん 

問  広報広聴課広報担当蕁963－9117

＊番組は市のホームページ（アドレ
　スは１面に掲載）から動画のま
　ま見ることもできます 

……………………………………… 

　
市
内
の
特
殊
学
級
に
通
う
児

童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
す
る

「
越
谷
市
小
中
学
校
わ
く
わ
く

ア
ー
ト
展
」
が
、
１
月
29
日
〜

２
月
３
日
に
中
央
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
児
童
・
生
徒
の
日

ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
、

子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
特
別
支
援

教
育
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に

開
催
し
た
も
の
。
 

　
会
場
に
は
、
児
童
・

生
徒
が
授
業
で
作
っ
た

作
品
１
１
５
９
点
を
展

示
。
書
道
、
粘
土
作
品
、

絵
画
、
版
画
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
子
ど
も
た
ち
が

持
て
る
力
を
精
一
杯
発

揮
し
て
作
っ
た
楽
し
い

独
創
的
な
作
品
は
訪
れ

る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
 


